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いよいよ入梅
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昨年は、異常渇水で泣かされましたが、今年はどうでしょうか。

ほどほどの雨はほしいものです。
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— 世帯数 1, 0 2 1職 (-1)
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り。＠。隙 j 1自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 鯛韓 (2) 

成人病検診“血圧測定”

（森集会所にて）

男
女
と
も
高
血
圧
が
一
位
L

I

f

.

10
人
に

6
人
が
高
血
圧
症

{
J

；
平
成
六
年
度
成
人
病
検
診
結
果
報
告

―l

平
成
六
年
度
の
成
人
病
検
診
は
、
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
各
集
会
所

と
各
公
民
館
十
六
か
所
を
、
九
日
間
で
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
検
診
は
、
血
圧
測
定

・
検
尿
（糖

・
蛋
白

・
潜
血
）

・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
・

中
性
脂
肪

・
肝
機
能
、
腎
機
能
検
査

・
貧
血
検
査
の
他
に
、
必
要
な

方
に
は
、
心
電
図

・
眼
底
検
査
血
糖
検
査
を
同
時
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
検
査
結
果
を
総
合
的
に
判
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
脳
卒
中

・

心
臓
病

・
肝
疾
患

・
貧
血

・
糖
尿
病
な
ど
の
病
気
や
、
将
来
病
気
に
つ
な

が
る
よ
う
な
異
常
を
早
期
に
発
見
し
、
必
要
な
人
に
は
医
療
機
関
に
お
い

て
さ
ら
に
詳
し
い
検
査
や
、
治
療

・
保
健
指
導
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
検
診
を
受
け
ら
れ
た
方
の
結
果
を
、
グ
ラ
フ
に
表
し

そ
の
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

受診率の推移 〔図 1〕
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対
象
者
一
四

一
九
人
の
内
、
六
〇

九
人
（
四

ニ・

九
％
）
が
受
診
さ
れ
ま

し
た
。
〔図
1
〕
の
よ
う
に
、
受
診
率
の
推

移
は
下
降
気
味
で
す
。

地
区
別
で
は
、
例
年
の

こ
と
で
す

が
、
中
津
と
中
居
谷
地
区
の
受
診
率

が
高
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
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←一→受診率

（ ）受診者

で
は
、
診
断
名
で
は
何
が
多
い
の

で
し
ょ
う
か
。
〔
表
1
〕
よ
り
、
男

女
と
も
高
血
圧
が

一
位
で
、
男
女
と

も
、
十
人
に
六
人
近
く
は
、
高
血
圧

で
す
。
善
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
低

い
人
が
、
男
女
と
も
に
ベ
ス
ト

5

（
フ
ァ
イ
ブ
）
に
入

っ
て
い
る
こ
と
は
、

肱
川
町
の
特
徴
と
い
え
ま
す。

高
血
圧
は
、
大
洲
市
・
喜
多
郡
内

の
中
で
も
一
番
多
く
、

〔表
2
〕
ヽ

地
区
別
で
は
、
依
然
と
し
て
予
子
林
・

正
山
地
区
で
多
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。

〈

10
人
に

6
人
は
、
高
血
圧
〉
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三大洲・喜多郡内の高血圧の割合 〔表2〕

S 6 0年 H元年 H
 
5年

男 女 男 女 男 女

大洲市 24.6 20.0 19.9 18.6 25.5 21.5 

長浜町 29.9 24.0 30.6 24.7 32.3 28.6 

内子町 30.1 23.8 23.6 25.0 22.9 26.1 

五十崎町 32.1 30.1 34.3 29.9 30.4 24.3 

7ァイプ

＝診断名のベス ト5・== 〔表 1〕

男 性 女 性

1位
高血圧症 i 112 高血圧症 i 239 
（脳卒中含） j(54. 6) （脳卒中含） !(59. 2) 

2位
低HDL 66 

貧皿症
101 

コレステロール (32. 2) (25. 0) 

3位 貧血症
53 高脂血症 80 
25. 4) （高コレ含） 19.8) 

4位
糖尿病 39 低HDL 66 
（高血糖含） 19.0) コレステロール 16. 3) 

5位 肥満
: 32 
肥満

; 65 
， ， :(15.6) !(16.1) 



(3) tJ。@。領） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 邸昭磨

自己判断で治療をやめない
「
病
院
で
測
る
と
い
つ
も
高
い
の

に
、
家
で
測
る
と
正
常
で
す
」
こ
ん

な
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
血
圧
は
心

や
か
ら
だ
の
状
態
、
季
節
や

一
日
の

行
動
に
よ
っ
て
も
大
き
く
変
動
し
ま

す
。
で
す
か
ら
、

定
期
的
に
血
圧
の

自
己
測
定
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

高
血
圧
の
約
九

0
％
は
、
原
因
不

明
の
本
能
性
高
血
圧
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
本
能
性
高
血
圧
の
約
六

0
%

は
遺
伝
で
あ
り
、
残
り
約
四

0
％
は

日
常
生
活
の
悪
習
慣
や
ス
ト

レ
ス
が

原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
本
能
性
高
血
圧
の
人
は

日
常
生
活
を
改
善
す
る
こ
と
、
特
に

塩
分
の
と
り
す
ぎ
や
喫
煙
、
肥
満
な

ど
を
解
消
す
る
こ
と
が
、
症
状
の
悪

化
を
防
ぐ
、
最
善
の
治
療
法
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
遺
伝
的
素
因
の
あ
る

人

（
両
親
な
ど
血
縁
者
に
高
血
圧
症
が

多
い
）
で
も
、
高
血
圧
を
予
防
す
る

生
活
を
心
が
け
れ
ば
、
発
症
を
防
ぐ

こ
と
が
で
ぎ
ま
す
。

〈
血
圧
が
高
い
と
い
わ
れ
た
ら
〉

低

コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
は
、

〔図
2
〕

の
よ
う
に
、
圧
倒
的
に
男
性
に
多
く

〈
高
く
て
も
低
く
て
も
い
け
な
い

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
〉

症
状
が
よ
く
な

っ
て
く
る
と
、
降

圧
剤
の
服
用
を
勝
手
に
中
止
し
た
り

自
己
判
断
で
治
療
を
や
め
る
人
が
い

ま
す
。
こ
う
し
た
場
合、

治
療
以
前

の
症
状
に
戻
っ
て
し
ま

っ
た
り
、
時

に
は
か
え

っ
て
悪
化
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
の
で
、
必
ず
医
師
の
指
示

に
従

っ
て
治
療
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

コ
レ
ス
テ

ロ
ー

ル
に
は
、
動
脈
の

血
管
壁
に
た
ま
っ

て
動
脈
硬
化
を
促

進
す
る
悪
玉
(L
D
L
コ
レ
ス

テ
ロ
ー

〈
男
性
の
3
人
に
1
人
は
、

低
H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
〉

低コレステロールの割合 〔図 2〕
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(130mg/dQ以下の割合）

な
っ

て
い
ま
す。

大
洲
市
、
喜
多
郡
肉

他
町
村
と
比
較
し
て
も

肱
川
町
は
、
低
コ

レ
ス

テ
ロ
ー

ル
が
多
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ

は
肱
川
町
で
、
脳
卒
中

発
症
者
が
多
い

こ
と
も
、

関
係
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。

コ
レ
ス

テ
ロ
ー

ル
が

多
く
な
り
す
ぎ
る
と
血

管
の
内
側
に
く
っ
つ

い

て
動
脈
硬
化
を
引
ぎ
起

こ
し
、
高
血
圧
や
心
筋

梗
塞
の
原
因
と
な
り
ま

す。

し
か
し
、

コ
レ
ス

テ
ロ
ー

ル
は
細
胞
を

つ

く
る
成
分
と
し
て
、
ま

た
ホ
ル

モ
ソ
や
ビ
タ
ミ

ソ
D
な
ど

の
原
料
と
し

て
大
切
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
脂
肪
の
一
種
で
す
。

で
す
か
ら
、
逆
に
少
な
過
ぎ
る
と

肝
臓
や
脳
、
血
管
な
ど
に
栄
養
が
い

か
な
く
な
り
、
脳
卒
中
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
多
過
ぎ
ず
、
少
な

過
ぎ
ず
、
ほ
ど
ほ
ど
に
保
つ
の
が
、

健
康
の
秘
訣
で
す
。

40歳代 50歳代 60歳代 70歳代

19.2 

一男I・．．．．．．：． ・：l 

女

80歳代 年齢別

善玉コレステロール(HDL)の低い割合

0
8
4
0
6
2
8
4
0
6
2
8
4
0
 

少
4

4
4
3
3
2
2
2
1
1

〔図3〕

(39以下の割合）

．．男

ー一男 32.3 

ル
）
と
、
そ
の
悪
玉
を
血
管
壁
か
ら

肝
臓
に
運
び
去
る
善
玉
(
H
D
L
コ

レ
ス
テ
ロ
ー

ル
）
が
あ
り
ま
す
。
動

脈
硬
化
を
予
防
す
る
善
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
は
、
適
度
の

ア
ル
コ
ー
ル
摂

取（

一
ー
ニ
合
）
と
、
有
酸
素
運
動
に

よ
り
増
加
し
、
逆
に
喫
煙
、
肥
満
に

よ
り
減
少
し
ま
す
。

〔図
3
〕
の
よ
う
に
、
菩
玉
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
男
性
の
特
に
中
年

の
方
に
、
低
い
人
が
多
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
お
酒
を
飲
む
時
は
、
空
き
っ

腹
で
お
酒
だ
け
飲
む
の
で
は
な
く
チ
ー

40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 年齢別

ズ
と
か
、
豆
腐
な
ど
の
タ
ソ
パ
ク
質

も

一
緒
に
摂
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
喫
煙
本
数
の
多
い
ご
主
人
方
、

動
脈
硬
化
予
防
の
た
め
に
も
な
る
べ

く、

本
数
を
減
ら
す
よ
う
努
力
し
ま

し
ょ
う
。

〈
測
定
結
果
の
意
味
＞

検
査
結
果
を
病
気
に
結
び
つ
け
る

の
で
は
な
く
、
生
活
と
結
び
つ
け
て

健
康
な
生
活
を
送
れ
ば
、

「測
定
値
」

も
改
善
し
ま
す
。
健
康
診
査
と
は
、
病

気
の
発
見
の
た
め
だ
け

で
は
な
く
、
生
活
習
慣

や
生
活
様
式
を
改
善
す

る
た
め
に
、
受
け
る
も

の
な
の
で
す
。



沈＠。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 鯛韓 (4) 

”
風
が
奏
で
る
文
化
の
し
ら
べ
“

夏
の
風
物
詩

全
国
「
風
鈴
・
う
ち
わ
」
展
始
ま
る

（
六
月
一
日
し
九
月
三
十
日
）

私
た
ち
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て

風
と
関
わ
り
、
風
と
共
存
し
て
い
ま

す。
そ
の
風
と
生
活
文
化
を
テ
ー
マ
に

博
物
館
特
別
展
示
室
に
お
い
て
、
北

は
岩
手
県
か
ら
南
は
鹿
児
島
県
ま
で

そ
の
地
域
に
昔
か
ら
伝
わ
る
珍
し
い

「
風
鈴
・
う
ち
わ
」
を
展
示
し
て
い
ま

す。
風
鈴
は
、
岩
手
県
の
四
十
奏
風
鈴

を
は
じ
め
、
東
京
の
江
戸
風
鈴
、
兵

庫
県
の
火
箸
風
鈴
、
長
崎
県
の
ビ
ー

ド
ロ
風
鈴
、
鹿
児
島
県
の
焼
杉
風
鈴

な
ど
約
四

0
0点
を
展
示
。
う
ち
わ

は
、
千
葉
県
の
房
州
う
ち
わ
を
は
じ

め
、
浴
衣
地
、
藍
染
め
う
ち
わ
、
三

重
県
の
和
紙
を
二
重
透
か
し
彫
り
に

『
第
二
回
紙
飛
行
機
大
会
』
—
ー
]

！

参
加
者
募
集
・
受
付
開
始

昨
年
は
ジ
ャ
パ
ソ
カ
ッ
プ
全
国
紙

飛
行
機
選
手
権
大
会
の
四
国
地
区
予

選
を
兼
ね
て
実
施
し
、
遠
く
は
大
阪

風
を
と
ら
え
て

天
ま
で
飛
べ

白
い
翼

i

n

風
の
博
物
館

し
た
日
永
う
ち
わ
、
浮
世
絵
の
縮
緬、

絞
り
、
繭
う
ち
わ
な
ど
伝
統
工
芸
品

う
ち
わ
約
三
五

0
点
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
館
内
は
、
風
鈴
の
音
色
が
流

れ
、
訪
れ
た
人
の
心
の
な
か
を
奏
で

て
く
れ
、
耳
で
聞
き
目
で
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ご
近

所
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
館
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
。

な
お
、
風
の
博
物
館
で
は
、
全
国

の
風
鈴
・
う
ち
わ
を
収
集
し
て
お
り

ま
す
。
旅
行
の
際
に
珍
し
い
風
鈴
が

あ
れ
ば
情
報
を
ご
提
供
く
だ
さ
い
。

模範飛行に見いる参加者（第 1回大会）

府
・
高
知
県
よ
り
た
く
さ
ん
の
参
加

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
今
年
か
ら
風

の
博
物
館
独
自
の
大
会
と
し
て
第
二

回
目
の
紙
飛
行
機
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
澄
み
き
っ
た
青
空
に
向
か
っ
て

カ
一
杯
飛
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

＊
開
会
式

七
月
十
六
日
（
日
）

風
の
博
物
館

（
風
の
り
広
場
）

午
前
九
時
よ
り

八
時
よ
り
受
付
開
始

＊
競
技
種
目

〔
滞
空
時
間
競
技
〕

◇
手
投
げ
部
門

◇
ゴ
ム
投
げ
部
門

＊
開
催
日

＊

会

場

空高く飛んでけ！

風
の
博
物
館
の
と
な
り

に
あ
る
風
の
り
広
場
に
こ

◇
自
由
型
の
部
門

〔
飛
行
距
離
競
技
〕

＊
参
加
費
三
百
円

大
会
の
手
投
げ
・
ゴ
ム
投
げ
部
門

に
使
用
す
る
紙
飛
行
機
は
、
風
の
博

物
館
売
店
で
販
売
（
当
日
会
場
で
も

販
売
）
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
今

年
か
ら
自
由
型
の
部
門
を
設
け
、
紙

で
出
来
て
い
る
飛
行
機
な
ら
大
小
問

わ
ず
参
加
可
能
と
し
ま
し
た
。
ユ
ニ
ー

ク
な
飛
行
機
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
紙
飛
行
機
教
室
の
ほ
か

紙
飛
行
機
を
利
用
し
て
、
輪
く
ぐ
り
・

的
入
れ

•
P
K

合
戦
な
ど
の
楽
し
い

ゲ
ー
ム
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
お
友

達
、
ご
家
族
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
戸
別
配
布
し
て

お
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
先

風
の
博
物
館

6
―
二
四
ー
ニ
＿
八
一

風
の
舞
台
（
ス
テ
ー
ジ
）
完
成

：攣二，；し i ニニ一ーブ｀— -ー 風t [―~ ～.-、 、:,__ \t~溢 i
だの用だ卜色照設型、ジらイくたが
さ博のさに々明けのにれメ風゜完
い物際いごな灯ら滑はた 1の肱成
°館に゜活イもれりドスジ舞川し
事はご用べつ夜台 lテにいにま
務風使くソき間もム l作を吹し 凧揚げスタッフ（小田川河原）

ーニ
虞
凧
P

天
高
く
舞
う

~
五
月
五
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
五
十

一
崎
凧
合
戦
に
今
年
も
当
博
物
館
か
ら

-
P
R
凧
揚
げ
に
参
加
し
ま
し
た
。
当

一
日
は
天
候
と
も
に
凧
揚
げ
日
和
に
恵

~
ま
れ
ア
ッ
と
い
う
間
に
空
高
く
出
世

一
凧
の
周
り
を
飛
び
回
り
ま
し
た
。



(5)況＠。座） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 饂尋

監
査
委
員

長

石

森

繁

夫

庫
下

-Cl

田

山
鳥
坂
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

◎

和

気

邦

嗣

0
渡

辺

弘

務

全
議
員
で
構
成

勲

議長

岩田 . ~主サ
旧戊

◎産
山下神沖業
崎石井野委
恵員
一恒会

退勲郎三

゜和石泉気河
邦次福
嗣郎男

任
期
満
了
に
伴
う
一
般
選
挙
後
の

町
議
会
諸
構
成
な
ど
を
行
う
臨
時
町

議
会
は
、
五
月
十
日
に
招
集
さ
れ
次

の
と
お
り
新
体
制
が
決
定
さ
れ
ま
し

こ。t
 な
お
、
特
別
委
員
会
と
し
て
引
ぎ

続
き
、
山
鳥
坂
ダ
ム
対
策
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

議

長

岩

田

清

茂

副

議

長

下

石

勲

鬱
議
会
の
構
成
疇

総
務
委
員
会

◎
は
委
員
長

0
は
副
委
員
長

◎
松
本
金
次
郎

0
福

山

保

渡

辺

弘

務

岩

田

清

茂

沖

浦

賢

嗣

森

繁

夫

山

口

吉

浩

議
長
に

＜副
議
長
に

F
石
氏
を
選
出

川
町
議
会
臨
時
会

●追納する保険料額

追納する期間 追納保険料 定額保険料

昭和60年4月～昭和61年3月 6,740円 6,740円

昭和61年4月～昭和62年3月 10,330円 7.100円

昭和62年4月～昭和63年3月 10.200円 7,400円

昭和63年4月～平成元年3月 10.060円 7.700円

平成元年4月～平成2年3月 9,910円 8,000円

平成2年4月～平成3年3月 9.860円 8,400円

平成3年4月～平成4年3月 10.02叩 9.000円

平成4年4月～平成5年3月 10,230円 9,700円

平成5年4月～平成6年3月 10.500円 10.500円

平成6年4月～平成7年3月 11.100円 11. 100円

国
民
年
金
保
険
料
の
免

除
を
受
け
て
い
た
方
が
、

そ
の
後
に
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
場
合
に
、
免
除
を
受
け
た
期

間
分
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ

り
、
有
利
な
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
「
追
納
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

追
納
は
、
被
保
険
者
ま
た
は
被
保

険
者
で
あ
っ
た
方
が
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
す
で
に
年
金
を
受
け
て

い
る
方
は
追
納
は
で
き
ま
せ
ん
。

追
納
で
ぎ
る
期
間
は
、
過
去
十
年

以
内
の
期
間
の
全
部
ま
た
は

一
部
で

す。
年金だより

免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金
を

受
け
取
る
と
き
に
必
要
な
期
間
と
し

て
計
算
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
を
計

算
す
る
と
き
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、

三
分
の
一
の
金
額
で
計
算
さ
れ
、
満

額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
、
こ
の
「
追
納
制
度
」
を
利
用

し
て
有
利
な
年
金
を
受
け
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

保
険
料
を
追
納
す
る
と
き
は
、
役

場
の
国
民
年
金
窓
口
ま
た
は
松
山
西

社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
問
い
あ
わ

せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の

「
追
納
制
度
」
を
ご
存
じ
で
す
か

「
利
用
者
は
利
用
料
と
し
て

一
日
ニ

百
五
十
円
（
月
四
回
と
し
て
千
円
）
を

負
担
す
る
が
、
そ
の
他
二
時
間
超
の

長
時
間
サ
ー
ビ
ス
や
休
日
夜
間
等
の

差
額
費
用
の
負
担
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

肱
川
町
町
民
福
祉
課

老
人
医
療
係

6

―二
四
ー
一
＿
三
＿
＿



況＠。領） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 謡腱鴎 (6) 

終戦50周年を迎える今年

戦没者の遺族の皆さまに

特別弔慰金が支給されます

終戦50周年を迎えるにあたり国が改めて弔意の意を表すために特別弔慰金が支給されます。

支給の対象となるのは、満州事変（昭和6年9月18日）以後の戦没者等の遺族の方で、平成7年4月 1日現

在、同一の戦没者について、公務扶助料や遺族年金などの支給を受ける方がいない遺族です。次に挙げる遺

族のうち、その順序に従って最も順位が先の方お一人に、額面40万円の国債が支給され、平成8年から平成

17年までの10年間にわたって毎年4万円ずつイ賞還されます。

なお、同順位の方が複数いるときは、お一人を選定して請求していただきます。

請求期限は平成10年 3月31日までです。

詳しいことは町民福祉課福祉係までお問いあわせください。

(1)平成 7年 4月 1日までに弔慰金（遺族国庫債券）の受給権を取得した方

(2)戦没者の子

(3) 父母、孫、祖父母、兄弟姉妹のうち、戦没者の死亡当時、戦没者と生計をともにしていた方

（ただし、結婚や養子縁組により 、現在、氏が変わっている人を除く）

(4) 父母、孫、祖父母、兄弟姉妹のうち、戦没者と生計関係がなかった方および(3)グループで除

かれている氏が変わっている方

(5) 兄弟姉妹の配偶者、甥、姪、おじ、おば、およびこれらの配偶者など、

没者の死亡まで引ぎ続ぎ 1年以上生計をともにしていた方

3親等内親族のうち戦

r...................... -~.............. . .. ・.・............................................. 

i問い合わせ先

i ●肱川町町民福祉課福祉係（保健センター内） i 
（834-2340) ! 

・-----------------------------------------・・・・・・・・・・・・・・・・-------------------------------・ 

身
体
障
害
者
相
談
員
に

小
川
和
雄
さ
ん
（
久
保
）

平成7年度

身体樟害者巡回相談
0
日

時

平
成

7
年

8
月

18
日

10
時
ー

15
時
ま
で

0
会

場

大
洲
市
保
健
セ
ソ
タ
ー

0
対
象
者

身
体
の
機
能
に
障
害

の
あ
る
者
で
医
学
的
・

心
理
学
的
及
び
職
能
的

判
定
、
あ
わ
せ
て
更
生

に
必
要
な
相
談
を
必
要

と
す
る
も
の
。

〇
実
施
機
関
及
び
協
力

医
療
機
関

愛
媛
県
・
愛
媛
大
学
医
学
部
附

属
病
院

0
巡
回
相
談
の
受
診
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
町
民
福
祉
課
福
祉
係

(
6
3
4
|
2
3
4
0
)ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
予
約
が
必
要

で
す
。

愛
媛
県
よ
り
当
町
担
当
の
身
体

障
害
者
相
談
員
に
小
川
和
雄
さ
ん

が
委
託
さ
れ
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
相
談
員
は
、
身
体

に
障
害
の
あ
る
方
の
心
配
や
不
安

な
ど
の
相
談
や
指
導
を
行
い
、
ま

た
、
地
域
の
福
祉
活
動
の
推
進
役

と
し
て
、
昭
和
四
十
二
年
よ
り
制

度
化
さ
れ
ま
し
た
。

※
相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

外
が
大
好
き
。

雨
の
日
も
ピ
チ
ャ
ピ
チ
ャ
。

好
き
ぎ
ら
い
無
く
て
食
事
の

時
に
は
、
み
ん
な
の
お
は
し
を

配
る
世
話
好
ぎ
で
、
元
気
な
男

の
子
。

お父さん
仁人さん

お母さん

真理さん

No.〈北叡論のつ“Z〉R
く すおも イ

平面 し大゜兄ちニド文
1成魅み てぎ ちゃ歳ル字
歳 5矢ゃ ほく ゃを上でど
9年喜き しな んとのすお
か 9ち いつをりお°り
月月ゃ でて困あ兄の
13ん すもらっち我
日天 ゜兄してやが
生和 妹ていん家

仲いつとの
良まもおア

お父さん
哲也さん

お母さん

さおりさん

さ

よ

山
田
紗
世
ち
ゃ
ん
（
道
野
尾
）

平
成

5
年
8
月
31
日
生

1
歳

10
か
月



(7) tl。⑲。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 鯛⑩器

任期(H5. 7. 20,...., H 8. 7. 19) 

番号 氏 名 担当地区 TEL 住所 備考

1 冨永 政男 上鹿野川・京造 34-2489 月野尾 1号

2 藤田 幸男 市之畦 ・ 瓜生谷 • 町 ・藤野原 34-3533 藤野原 公選

3 大森 廣幸 小倉・中津・柳・郷 34-2932 小 倉 2号

4 堵本 r 寸 小畑井・萩野尾・汗生・上森山・八重栗 34-2737 上森山 公選

5 上田 武 嘉城・中居谷 34-2644 嘉 城 II 

6 森本 r寸上 下敷水 ・敷水・上敷水 34-3282 敷 水 2号

7 吉田三代子 協生・道野尾 34-2752 中居谷 ” 
8 上田 英二 山槌・共栄 34-3090 辻/‘ 栄 公選， 沖田 利雄 久保・大平•森 34-3808 森 2号

10 山本 保 肱栄・大和・中野 34-2404 大 和 公選

11 森本 正吉 小藪 34-2365 小 藪 ” 
12 中本 壽男 広常・大屋敷 34-2159 大屋敷 ／／ 

13 寺中 勇 白石・影地 34-2436 白 石 ”’ 
14 冨永 利彦 下鹿野川・見の越・月野尾 34-2463 見の越 ” 
15 山下 光幸 下菟野嵯峨尾谷・①橡②の木・瀬上嵯峨谷 34-2957 菟野尾 ” 

農
業
協
同
組
合
推
せ
ん
の
農
業
委

員
（
法
第
十

二
条
第
一
項
第
一
号
委

員
）
の
清
水
公
健
氏
が
理
事
の
任
期

満
了
に
よ
り
、
退
任
さ
れ
、
後
任
に

冨
永
政
男
氏
（
月
野
尾
）
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
担
当
地
区
が
次
の
と

お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

私
た
ち
農
業
委
員
は
農
家
の
皆
さ

ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
の
で
今
後
共
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
農
地
に
関
す
る
こ
と
等
何
で
も
結

構
で
す
。
お
気
軽
に
担
当
の
農
業
委

員
ま
で
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

喜
図
；
笙
竺
喜
忍
畠
畠

農
業
委
員
の
交
替
と

担
当
地
区
の
変
更

〗
・
・
・
・
・

建
設
省
職
員
宿
舎

．
．
．
〗
．
〗
〗
〗
．
．
．
．
．
．
．

「
ひ
じ
か
わ
寮
」

肱川町消防団新役員紹介
このほど下記のとおり新役員がきまりましたので紹介

します。

住民の生命•財産の保護に一致団結し、使命感を新た

にご活躍をいただきます。

肱川町消防団役員名簿

山下道教副団長三瀬次男定員237名団長

か
ね
て
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
建

設
省
の
「
ひ
じ
か
わ
寮
」
が
、
こ
の
ほ

ど
肱
川
の
ほ
と
り
、
中
野
地
区
の
国

道
一
九
七
号
沿
い
に
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
寮
は
、
軽
量
鉄
骨
造
り
二
階

建
で
、
床
面
積
約
七

0
五
平
方
メ
ー

ト
ル
、
独
身
用
と
単
身
用
が
併
設
さ

れ
、
合
わ
せ
て
十
三
室
が
整
っ
て
い

ま
す
。す
で
に
、
五
人
の
方
々
が
入
居
さ

れ
、
地
域
で
の
新
し
い
生
活
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

．． ぷ丸翠．5．岱忍心．恋応
§恣屈叫彎臼

が完成．5．．．．．．〗•• ^ 

分団 分団長 副分団長 部 長 班 長

宮本賢次 山内正志・橋本正明
1 藤井正 鳥越寛 松本隆寿・白岩千明

二宮秀一 岩田良ー・久保田昌三

2 冨永幸男 竹森高幸 松田龍明 寺尾秋広・和気栄一

冨永武雄 岡村清利 ・寺岡 修
3 大塚芳行 今宮雅司 久保巌•前田明弘

冨永秋雄 竹田厚美

栗木実 瀧野隆志・中野箕二
4 安川哲生 吉田博和 立花昌ー・思田孝幸

堀江正勝 中田勝幸

5 大森廣幸 伊藤吉廣 畦崎和男
増田喜芳•藤田幸男
高岡和正•井脇俊久

写真で見る今月の出来事

： 
乳
児
健
康
診
査

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

5
/
8

リ
ハ
ビ
リ
教
室

フ
ー
セ
ン
バ
レ
ー

（
内
子
に
て
）



刀。＠。領） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章）．．．飼認尻号 (8) 

均璽□皇亨について 地
-
にみな

さ
ん
、
地
震

が
ど
の
よ
う
に
起
こ

る
か
御
存
知
で
す
か
。

地
球
の
表
面
は
、
色
々

な
プ
レ
ー
ト
か
ら
成
っ

て
い
て
一
年
に
数
セ

ソ
チ
メ
ー
ト
ル
の
速

度
で
動
い
て
い
ま
す
。

こ
の
と
き
、
プ
レ
ー

ト
の
ぶ
つ
か
り
合
う

と
こ
ろ
で
は
ひ
ず
み

が
生
じ
、
ひ
ず
み
が

限
界
に
達
す
る
と
プ

レ
ー
ト
が
急
に
元
に

戻
り
ま
す
。
こ
の
と

き
の
衝
撃
が
地
震
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
列
島
は
、
周
り
か
ら

ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
押
さ
れ
、
痛
め
つ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
力
に
よ
っ
て
、

列
島
の
内
陸
部
に
あ
る
無
数
の
傷
が

う
ず
き
、
時
々
ピ
シ
ピ
、
ソ
と
亀
裂
が

入
り
ま
す
。
今
の
日
本
列
島
の
状
態

を
た
と
え
る
と
こ
ん
な
様
子
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

今
回
の
兵
庫
県
南
部
地
震
を
引
き

起
こ
し
た
元
凶
は
、
活
断
層
で
し
た
。

活
断
層
と
は
、
最
近
二

0
0年
位
の

問
に
活
動
し
た
形
跡
の
あ
る
断
層
の

こ
と
で
す
。

活
断
層
は
、
周
囲
か
ら
絶
え
ず
加

わ
る
力
に
耐
え
、
数
百
年
か
ら
数
千

“只

年
か
け
て
歪
み
を
た
め
ま
す
。
あ
る

時
、
耐
え
切
れ
な
く
な
っ
て
ず
れ
動

き
ま
す
。
そ
の
時
に
地
震
が
起
こ
り

ま
す
。
こ
れ
が
、
地
震
の
起
き
方
の

も
う

―つ

の
タ
イ
。
フ
で
す
。

こ
の
地
震
の
規
模
を
表
す
も
の
と

し
て
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
言
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
震
度
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
の
揺
れ
方
と
度
合

い
を
表
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
震
が
ど
の
よ
う

に
起
こ
る
か
な
ど
も
知
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

こ二

1

応
募
資
格

高
校
生
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
応

募
で
き
ま
す
。

2

テ
ー
マ

次
の
例
の
と
お
り
、
税
に
関
す
る

こ
と
で
あ
れ
ば
何
で
も
結
構
で
す
。

〇
税
や
税
務
署
に
つ
い
て
の
意
見

〇
税
に
つ
い
て
学
習
し
た
こ
と
に

つ
い
て
の
意
見
や
感
想

〇
税
務
署
や
公
共
的
な
施
設
を
見

学
し
た
こ
と
が
あ
れ
ば
そ
の
体

験
や
印
象

0

税
に
つ
い
て
の
家
族
の
体
験
談

や
ま
わ
り
の
方
の
話
を
聞
い
て
、

自
分
が
考
え
た
こ
と

応
募
点
数
と
字
数

1
人
1
編
。
三
、

0
0
0字
以
内
。

4

応
募
の
締
切
り

平
成
七
年
九
月
八
日
（
金
）

5

表

彰

優
秀
作
品
に
は
、
賞
状
と
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

6

応
募
先

大
洲
市
大
洲
六
八
九
大
洲
税
務
署

な
お
、
応
募
作
品
の
末
尾
に
は
応

募
者
の
住
所
、
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、

学
校
の
所
在
地
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

3
 

等

税務職員（税務大学校生）の募集！

一人事院・国税庁―

〶受験資格

昭和50年 4月 2日～昭和53年 4月 1日生まれの者

閲試験の程度

高校卒業程度

卍受付期間

平成7年 6月30日（金）～ 7月 7日（金）まで

唖試験日と試験内容

第一次試験平成 7年 9月10日（日）

適性試験及び作文試験

平成 7年10月18日（水）から10月25日

（水）までの問の 1日

人物試験及び身体検査

第二次試験

10月13日（金）

11月16日（木）

教養試験

割合格者発表

第一次試験合格者発表

最終合格者発表

問い合わせ

高松国税局人事第二課試験研修係まで

〒760高松市天神前2-10 匹 0878-31-3111

6
/
5

土
砂
災
害
危
険
箇
所

パ
ト
ロ
ー
ル

（大
屋
敷
）

6
/
2
 
町
内
幼
稚
園
合
同

川
あ
そ
び

（
役
場
裏
の
河
辺
川
に
て
）



(9) 況＠。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章）．．． l餌認歴｝
南
予
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ

南
予
リ
カ
レ
ン
ト
学
習
セ
ミ
ナ
ー

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
（
宇
和

町
）
で
は
、
平
成
七
年
度
南
予
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

・
カ
レ
ッ
ジ
、
南
予
リ
カ
レ

ソ
ト
学
習
セ
ミ
ナ

ー
の
受
講
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

講
座
科
目

0
南
予
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ

（
十
八
才
以
上
）

0
教
養
コ
ー
ス
健
康
医
学
講
座

・

生
活

・
文
学
・

法
律
講
座

0

実
用
コ
ー
ス
英
会
話
講
座
（
初

級
）
ワ
ー
。
フ
ロ

・パ

ソ
コ
ソ
講
座

0

ふ
る
さ
と
再
発
見
コ
ー
ス

愛
媛
学
わ
く
わ
く
講
座

受
講
生
募
集

0

芸
術
文
化
コ
ー
ス

美
術
鑑
賞
講
座

0

特
別
コ
ー
ス
手
話
講
座

0
南
予
リ
カ
レ
ン
ト
学
習
セ
ミ
ナ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話
講
座
（
中
級
）

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ソ
講
座

受

講

料

無

料

締
切
り
平
成
七
年
七
月
十
一
日

（
火
）
ま
で
に

問
い
合
わ
せ

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館

〒
七
九
七

宇
和
町
卯
之
町
四
丁
目
十
一
ー
ニ

CQ
O
八
九
四
ー
六
ニ
ー
六
ニ
ニ
ニ

平
成
七
年
度
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館

“対話の輪ひろげる家庭に
ひろがる笑顔”

7月「社会を明る＜する運動」月間です

保護司を中心とする 「社会を明るくする運動実行委員

会」では、毎年 7月を運動月間として少年非行防止の啓

発や更生援助に取り組み、家庭から近隣へ、近隣から地

域へと非行防止の輪を広げる運動を行っています。

特に最近は「いじ

め」問題が深刻化、

社会問題化しており

ます。この機会に是

非少年非行問題に関

心を持って、明るい

地域社会づくりにご

協力をいただきたい

と思います。

（愛媛県警察本部の資料による
平成 6年の統計から）

ヽ~

''. ‘、•J.: 

待ちに待

シーズンが来ました。
でも始める前にまず注意！
まわりに電線がないかよく
確かめてください。
その次に道具です。電気を通しやすい
カーボンロッド製のつりざあやワイヤー
製のつり糸は、危険度も高く十分な注
意が必要です。
大変な感電事故を未然に防ぐために
渓流づりは、まわりに電線のない所で。

四国電力株式会社

五
万
円
の
旅
行

ク
ー
ポ
ソ
券

湯
と
り
旅
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
内
容
）

「
週
休
二
日
」
「
連
続
休
暇
」

「
残

業
時
間
削
減
」
な
ど
の
時
短
（
労
働
時

間
短
縮
）
ゆ
と
り
に
つ
い
て
の
社
会

性
、
生
活
感
に
あ
ふ
れ
た
写
真
。
大

き
さ
は
、
四
つ
切
り
。
作
品
は
、

，平

成
七
年
四
月
以
降
に
撮
影
し
た
未
発

表
の
カ
ラ
］
ま
た
は
白
黒
写
真
。

（
表
彰
）

一
席
一
点

時
短
ゆ
と
り

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

二

席

三

点

シ
~
脅

g} 
（
 

三
万
円
の
旅
行

ク
ー
ポ
ソ
券

三

席

五

点

記

念

品

ほ
の
ぼ
の
賞
一
点

三
万
円
の
旅
行
ク
ー
ボ
ソ
券

（
資
格
）

t

愛
媛
県
在
住
者

（
締
切
）

平
成
七
年
九
月
十
日
ま
で
に
必
着

の
こ
と

（
発
表

・
表
彰
）

平
成
七
年
十
一
月
七
日

松
山
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
る
「
ゆ
と
り
創
造
、
ソ
ソ
ポ
ジ

7月は
青少年を非行からまもる強調月間です

～重点目標～

●県民の非行防止の意識を高める

●青少年を取り巻く社会環境を整備する

●地域における非行防止活動を積極的に行う

●青少年相談活動の充実

●深刻ないじめ問題への取組

ウ
ム
愛
媛
大
会
」
で
発
表
・
表
彰

さ
れ
ま
す
。

（
申
込
み
）

作
品
裏
面
に
住
所
・
氏
名
・
職
業
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
題
名
・
撮
影

年
月
日
・
撮
影
時
の
状
況
を
簡
単

に
書
い
た
「
応
募
票
」
を
貼
り
付
け

て
、
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

（
そ
の
他
）

応
募
は
一
人
二
点
ま
で
と
し
ま
す
。

作
品
は
広
報
資
料
等
に
無
償
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
応
募
作

品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

（
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
）

（
社
）
愛
媛
労
働
基
準
協
会
連
合
会

（
松
山
市
大
手
町
一
丁
目
一
の
六

第
二
中
矢
ビ
ル
三
階
）



T。c。領） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 鯛＠器 (10)

ポイント1

車の健康管理は
ユーザー自らの責任で 合

年
の
七
月
か
ら
、
自
動
車
の
検
査
お
よ
び
点
検
整
備

制
度
が
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
動
車
技
術
の
進
歩
や

車
の
使
わ
れ
方
が
多
様
化
す
る
な
ど
、
自
動
車
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
に
、
き
め
細
か
く
対
応
す
る
た
め
に
行
わ

れ
る
も
の
で
す
。

合
回
改
正
さ
れ
た
制
度
に
は
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

七
月
か
ら
施
行
さ

れ
る
「
改
正
道
路
運

送
車
両
法
」
で
は
、

点
検
整
備
を
す
る
な

ど
、
車
を
常
に
適
切

な
状
態
に
維
持
す
る

責
任
が
、
自
動
車
ユ
ー

ザ
ー
自
身
に
あ
る
と

い
う
、
い
わ
ば
自
己

責
任
の
考
え
方
が
導

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

改
正
前
の
制
度
で

減半
は
、
自
家
用
乗
用
自

の
動
車
な
ど
（
い
わ
ゆ

る
マ
イ
カ
ー
）
に
つ

止
目
廃

項

2

の

の

い
て
は
、
六
か
月
、

卜

検
検
十
二
か
月
、
二
十
四

ン
点
占
'

ィ

月

月

か
月
の
点
検
を
受
け

か

か

る

こ

と
が
義
務
づ
け

ポ

ら
れ

て
い
ま
し
た
。

6
2
4
 
ヽ

今
回
の
改
正
で
は
、

月か12
こ
の
う
ち
の
六
か
月

点
検
の
義
務
づ
け
が
廃
止
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
十
二

か
月
（
一
年
）
点
検
と
二
十
四
か
月

（
二
年
）
点
検
だ
け
が
義
務
づ
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
点
検
項
目
に
つ
い
て
も
簡

素
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

十
二
か
月
点
検
で
六
十
項
目
か
ら
二

十
六
項
目
、
二
十
四
か
月
点
検
で
百

二
項
目
か
ら
六
十
項
目
に
削
減
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
そ
の
ほ
か
の
車

種
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
点
検
項

目
が
簡
素
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

ポイント3

“車齢”が11年を超える車両の
車検期間の延長

続
に
「
十
年
車
」
と

い
わ
れ
て
い
た
自
動

車
は
、
十
一
年
を
超

え
る
と
一
年
ご
と
に

車
検
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
改
正
後

は
、
車
齢
が
十

一
年

を
超
え
た
自
動
車
で

も
、
車
検
の
期
間
が

二
年
に
な
り
ま
す
。

0

0

0

 

六
か
月
点
検
の
廃
止
や
点
検
項
目

の
削
減
な
ど
の
見
直
し
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
車
を
も
つ
人

の
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
日
常
の
点
検
を
習
慣
づ
け
る
と

と
も
に
、
定
期
点
検
を
含
め
車
の
使

用
状
況
に
応
じ
て
、
自
分
の
判
断
で

適
切
な
点
検
整
備
を
実
施
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

薗
閏＿、r.̀-ヽヽー9, 

、:7~凰

7 7 7 

且 厚 ？ 日
// 
日 ‘’ 日

// 
日

水
‘金-' 

水 程

岩 敷 /jヽ

>月； 腐t 魯谷 水 藪 場

公 集 集

民 会 会 所
館 所 所

午 午 午 午 午 午
時

｝後 ］前 ｝後 }前 ｝後 ｝前

2 1 1110 2 1 1110 2 1 1110 
間

時時 時時 時時 時時 時時 時時

時

間

7
月
6
日
（
木
）
一ぽ

っ

ぽ

園

一午

｀

温

30
分

◎
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
成
人
病
検
診

◎
幼
児
教
室

程

場

日

所

時

間

午
前
9
時
30
分

ー

11時
30
分

7
月
21
日（金）．
＿保
健
セ
ン
タ

ー一

◎
そ
よ
風
の
会

程

場

日

所

◎
リ
ハ
ビ
リ
教
室

程

場

所

時

間

午
後
1
時
30
分

ー

4
時

7
月
11
日
（
火
）
＿保
健
セ
ソ
タ
ー
＿

◎
元
気
印
教
室

程

場

所

日
i

日。
C
I坦

◎
乳
幼
児
健
康
診
査

旦ロ
_2間

呻

時

間

午
前
10
時
？

7
月
10
日
（
月
）
一保
健
セ
ン
タ
ー
＿午
後
3
時
30
分

◎
健
康
づ
く
り
料
理
教
室

程

所

日

時

間

午

前

10
時
？

午
後

2
時

7
月
13
日
（
木
）
＿
岩
谷
公
民
館

日

場

7 ~7 7 7 

i 且 嘉 厚 日

日 日 ‘’ 日 日 日

金
月̀’ 

月 金
月̀＇ 
程

中 中 予 岩 大

舟
対

央 央 子 谷 谷 象
林

地 地 地 地 地 讐
地

区 区 区 区 区 区

セ

塁> 屈
場ソ

夕

l 所

◎骨窒度測定・乳房X線撮影

7 7 7 7 7 7 

且 喜 翡 昇 孔 月 日

‘’ ‘’ ‘’ 
、/

‘’ 
14 

日 日 日 日 日 日

` 月--‘ ‘木-' 
月 水 月 金

程

正 嘉 中 汗 山 大 大 影 久 森 白
山 城 津 生 槌 平 谷 地 保 集 石 場

公 集 集 集 集 集 公 集 集
会
集

民 会 会 会 会 会 民 会 会 会 所

時lI□ll時O 所 所 所 所 所 館 所 所 所 所

10｝孟9 
時3分1I011孟時3分0 0 時3分1I011分孟時4 0 0 2分時llo0↑時3分0 時311i04篇時10 0 時210／0孟時39 0 時311｝0孟4時10 0 時2贔0時30 時311`0時410 0 時2分10I0 悶分時39 0 

時

3040 時2分0分時3 0 間
分分 分分 分分 分分 分分 分分

◎
健
康
相
談
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社会福祉法人

槌O~

肱川町社会福祉協議会評議員名簿

所属機関役職名 氏 名 所属機関役職名 氏 名

議会総務委員長 松本金次郎 正山小PTA会長 永田喜洋

部落長地区代表 上田武徳 岩谷小PTA会長 松田龍明

” 堀内英雄 中野小PTA会長 沖野和義

” 蔵田博行 大谷小PTA会長 上田恒雄

” 増田勇人 予子林小PTA会長 藤田重量

” 中田一見 日赤奉仕団副団長 安川ヤス子
肱川農協組合長 鉾岩 勉 遺 族 会 長 水本忠徳

肱川町森林組合長 河野美治 身障者更生会会長 岡村利三

川上商工会長 久保田仁之 保護司代表 中塚 J中L^ 

肱川中学校校長 小林伊佐雄 町 助 役 森 繁

中野小校長 林 光雄 民生委員副総務 角田和三

正山小校長 佐川虔三

大谷小校長 井内 功

予子林小校長 井上 寛 社協事務局

岩谷小校長 正岡節子 事 務 局 長兵頭 茂

肱 川 分校教頭 玉井紀夫 専 門 員松田龍明

中学校FrA副会長 畦崎和男

謡髄鴎

＊任期 平成7年 5月26日～平成9年 5月25日まで

平
成
七
年
度
の
理
事
会
及
び
評
議

員
会
を
五
月
二
十
三
日

に
開
催
し
ま

し
た
。
午
前
中
の
理
事
会
に
お
い
て

は
、
平
成
六
年
度
の
事
業
報
告
並
び

に
決
算
の
承
認
と
、
評
議
員
の
選
任

に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
同
意
を
得
て

決
定
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
役
職

者
の
交
代
に
よ
り
四
人
の
新
理
事
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
評
議
員
会
に
お
い
て

清
茂
氏
・
冨
永

忠
義
氏
・
橋
本

武
治
氏

孝
博
氏

理
事
会 ゜． 社
協
だ
よ
り

評
議
員
会
開
催

平
成
六
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
の

承
認
を
い
た
だ
ぎ
、
原
案
ど
お
り
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

尚
、
新
し
く
就
任
さ
れ
た
理
事
四

人
と
、
評
議
員
の
方
々
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

新
理
事
岩
田
岩
田

肱川町社会福祉協議会
云 (0894)34-23,10 

コ配りました、銀メダル！―
（愛媛県身障者体育大会）―ーーコ

五
月
十
六
日
、
肱
川
町
公
民
館
に

お
い
て
、
肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
総
会
が
多
数
の
来
賓
の
も
と
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
単
位
老
人
ク

ラ
ブ
の
班
長
以
上
九
十
人
の
出
席
が

あ
り
、
平
成
六
年
度
事
業
報
告
並
び

に
決
算
報
告
の
あ
と
、
平
成
七
年
度

計
画
と
予
算
案
は
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
会

員
一
丸
と
な
っ
て
新
し
い
創
造
性
豊

か
な
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を
行
う
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

役
員
改
選
に
お
い
て
、
会
長
西
本

源
格
氏
、
副
会
長
中
居
喜
代
光
氏
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

後
、
八
局
県
民
生
活
課
の
田
中
係

希
望
と
友
愛
の
祭
典

「
第
三
十
四
回
愛
媛
県
身

体
障
害
者
体
育
大
会
」が

五
月
二
十
八
日
、
愛
媛
県

運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
同
大
会
は
、
身
体

障
害
者
が
ス
ボ
ー
ツ
を
通

じ
て
、
自
ら
の
障
害
を
克

服
し
、
た
く
ま
し
く
生
き

る
能
力
と
県
民
の
理
解
を

深
め
る
目
的
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
肱
川
町
よ
り

三
人
の
選
手
が
参
加
さ
れ
、

三
人
と
も
二
位
に
入
賞
さ

れ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。〇
砲
丸
投
げ

長
よ
り
、
「
悪
徳
商
法
に
つ
い
て
」
講

演
が
あ
り
、
悪
徳
商
法
の
手
口
、
だ

ま
さ
れ
や
す
い
方
々
に
対
し
て
の
注

二

位

中

岡

道

幸

〇
や
り
投
げ
（
障
害
区
分
別
）

二

位

金

乎

続

二

位

前

田

寿

明

意
事
項
や
、
対
策
に
つ
い
て
説
明
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
終
了
後
、

懇
親
会
に
入
り
な
ご
や
か
な
う
ち
に

閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
ぎ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

森

二

宮

賢

一

郎

様

汗

生

尾

下

ツ

ヅ

エ

様

嘉

城

蔵

田

重

信

様

久

保

東

ゆ

か

り

様

太
陽
は
大
宇
宙
に
運
行
し
て
い
る
。

年
の
瀬
も
な
く
、
年
の
始
め
も
な
い
。

た
だ
無
限
に
流
れ
つ
づ
い
て
い
る
。

「
太
陽
」
と
い
う
言
葉
は
、
日
本
の
神

話
で
も
女
性
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
神
話
を
産
ん
だ
地
方
の
風
土
が

太
陽
に
や
さ
し
い
女
性
的
な
親
し
み

を
う
け
と
ら
せ
た
と
は
い
い
き
れ
な

い
。
人
類
が
―
つ
の
地
域
で
定
住
し

は
じ
め
た
と
き
、
グ
ル
ー
プ
の
中
心

は
女
性
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
男
性
は

そ
の
回
り
を
豆
々
し
く
働
き
、
人
間

の
文
明
を
つ
く
り
は
じ
め
た
と
思
わ

れ
る
。
そ
こ
で
も
、
女
性
は
そ
の
グ

ル
ー
プ
に
と
っ
て
―
つ
の
太
陽
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

肱

川

町

老

人

ク

ラ

ブ

定

期

総

会

開

催
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／＼ 饂晏隅圧戸序色r -
合 で 致 カ シり 願 下で致 たれ扱 ま 運 振 大電済積ス ま 動マ と 今
わお し l ユ交又いさ よし もそし、各す動替公話運金の特すを l し 年 J
せ 気 てド カ ‘申いろ て のれに種° をを 共‘動‘定に°展ケて度 A
下 軽 お等 ［貫年 し ま し おを 了 つ 口 進中 料 N で ま 期 夏 開 テ ‘上 肱
さにりの 卜 金上

なげ
すくりおズい 1 め 心 金 H 辻か 化期 中 イ 、ン半 川

いおま 推 ‘キ の よ 御 ま す Vこて、ノ て にの K 華せ とボ で 、ノ 1期 で
°問 す 進 協ャ受 ま う 協す す
す ロ

ム も の お推口‘ 弔
気
て 定 l 有グズ推は

いのも同ッ取。お力のめっそ取 り進 座三、決 期 ナ り運‘ノ 進 ‘

ノゞ一輝
毎月 24,000円（最終回 36.041円）
税引後受取予定額 1,490,410円
毎月 14,000円（増額年2回 60,000円）
税引後受取予定額 1,490,082円
毎月40,000円（最終回 70.885円）
税引後受取予定額 1,494,178円
毎月 33,000円（増額年2回 50,000円）
税引後受取予定額 1,493,831円
毎月 60,000円（最終回 101.808円）
税引後受取予定額 1,496,363円
毎月45,000円（増額年2回 100,000円）
税引後受取予定額 1,496,068円

ス
毎月 16,000円（最終回 24.028円）
税引後受取予定額 993,607円
毎月 11,000円（増額年2回 30,000円）
税引後受取予定額 993,443円
毎月 27,000円（最終回 35.361円）
税引後受取予定額 996,074円
毎月 19,000円（増額年2回 50,000円）
税引後受取予定額 995,864円
毎月 40,000円（最終回 67.872円）
税引後受取予定額 997,575円
毎月 33,000円（増額年2回 50.000円）
税引後受取予定額 997,400円

●上記「増額年2回」の積立ては、初回に増額分を積立てた場合で計算しています。

5年もの
(60匝 ）

3年もの
(36回 ）

2年もの
(24固）

5年もの
(60回 ）

3年もの
(36回）

2年もの
(24固）

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱川
肱川町森林組合

期間l
5年 (60回）14年 (48回）13年 (36回）12年 (24回）I1年 (12回）9 ]●上記以外にも、いろいろコースがあり

ます。

●昭和63年4月1日からの税制改正によ
り、給付補てん金に20％課税されます。
●利回り 3年未満は1.210%、3年以上
は1.310%（平成6年6月6日現在）で
計算しています。

●( ）内は税引後受取予定額です。

20,000円

3,099.887円
(3,079.910円）

2.479.910円
(2. 463. 929円）

1.859.932円
(1.847.947円）

1.239.955円
(1.231.965円）

619.977円
(615. 983円）

2.464.190円
(2. 451. 353円）

1.971.352円
(1.961.083円）

1.478.514円
(1,470.812円）

985.676円
(980.542円）

492.838円
(490.272円）

1會836.352円
(1. 829.083円）

1.469.082円
(1.463.266円）

1.101.811円
(1.097.450円）

734.541円
(731. 633円）

367.270円
(365.817円）

J.215.125円
(1. 21.2．101円）
972.100円
(969. 680円）

729.075円
(727,261円）

486.-050円
(484. 841円）

243.025円
(242. 421円）

603.932円
(603_.147円）

483.146円
(482. 518円）

362.359円
(361.889円）

241.573円
(241.260円）

120.786円
(120.630円）

一JAJA貯金
詳しくは窓口でお気軽にご相談下さい。

- •999•--•999•'叫•- •99l•- •99•- ,"’• - •999·· 、999·· -•99』•- •999•- •999• - ••99•- •99.’•999.. •999•-9999•~- •999.. •99. - •9l9• - •999●-·"''-•"'•-、'"●-·"·-·"'●- •999•- •9,.- •999●-、直•- •99•- •999·· •999•- •999•-·"''-•"'•- 49•- •9ll·· 吋99●` •9 ll •- 吋ll• • •99 l• ~ •99• 

た 目下
申 気農 標 一太
し持作は斉陽
込ち 業 昨にの
み にで 年実 贈
はな汗同施 り
‘り を 様 致 物
Jま流 ー し ‘
A すし ‘て健
肱 ゜た 二 お 康
川 あ四り飲
本 と二ま料
所 是 ケ すえ
及非 l o ひ
び と ス 目 め
各 もと標 み
支 飲なはか
所 んつ ー ん
へ でて 戸ジ
申 見居 ー ユ
し てりケ l
込下ま lス
ん さすスの
でい °で推
下 ゜肱進
さ 生 JIIを
いきの現
゜ 返努在
つ 力県

10,000円

いつもえひめみかんジュース（ 果実分・票汁分100%)の
こ霙飲ありがとうこさいます。

合もフレッシュなえひめみかんジュースの愛飲遭動を

すすめることにいたしました。

票醒昂愛用のため、みなさまの格別なご協力をお●いいたします。 武
陽
の

り
物

え
ひ
め
み
か
ん
ジ
ュ

ー
ス
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森
杯
の
水
循
環
に
つ
い
て

〗
町
印
迂
鱈
町
町
和
＿
〗

公△＿△-△-△-△-△-△-△-△-△-△-△-△-△-△
-q-△-△-

昨
年
の
空
梅
雨
に
よ
る
異
常
渇
水

は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

最
近
特
に
森
林
に
対
す
る
、
「
緑
の

ダ
ム

」
と
し
て

の
期
待
が
以
前
に
も

増
し
て
強
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
森
林
の
も
つ
水

源
か
ん
養
と
そ
れ
を
強
化
す
る
た
め

の
森
林
施
業
を
紹
介
し
ま
す
。

｀

森
林
に
降
っ
た
雨
は
主
に
二
種
類

に
分
け
ら
れ
ま
す
‘

―つ

は
直
接
地

表
面
に
達
せ
ず
樹
木
に

一
時
保
留
さ

れ
た
も
の
。（

こ
の
林
木
の
幹
や
枝

葉
に
付
着
し
た
ま
ま
の
雨
水
は
蒸
発

し
て
大
気
中
に
戻
っ
て
い
ぎ
ま
す
。

（
遮
断
蒸
発
量
と
い
う
）

―つ

は
直
接

地
表
に
達
し
土
壌
中
に
浸
透
す
．
る
も

の
で
す
。

①
森
林
の
地
上
部
に
つ
い
て

地
表
に
達
せ
ず
大
気
中
に
蒸
発
し

た
遮
断
蒸
発
量
は
、
葉
量
の
多
い
森

林
ほ
ど
多
く
、
一
般
に
年
間
の
遮
断

蒸
発
量
は
年
降
水
量
の
一
五
ー
ニ
〇

％
程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
樹
木
の
成
長
の
盛
ん
な
五

i
十
月

は
蒸
散
作
用
に
よ
っ
て
土
壌
の
水
分

も
消
失
し
ま
す
。

つ
ま
り
森
林
の
地
上
部
は
遮
断
蒸

発
や
蒸
散
に
よ
っ
て
水
源
か
ん
養
上

マ
イ
ナ
ス
の
効
果
が
大
き
い
と
言
え

（
枝
打
ち
と
水
源
か
ん
養）

ま
す
。
特
に
葉
量
が
そ
の
値
に
大
き

く
影
響
し
ま
す
。
（
参
考
ま
で
に
葉

量
は
二
十
年
生
ま
で
に
急
激
に
増
加

し
、
そ
れ
以
降
は
長
期
間

一
定
値
を

保
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
）

②
森
林
の
地
下
部
に
つ
い
て

直
接
地
表
に
達
し
た
水
は
土
壌
ヘ

浸
透
し
ま
す
。
水
が
地
中
へ
浸
透
す

る
た
め
に
は
基
岩
の
孔
隙
量
が
多
く

そ
の
土
層
の
厚
さ
が
深
い
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
基
岩
の
貯
水
機
能
が
十
分

に
働
く
に
は
、
水
を
受
け
る
土
壌
が

必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
土
壌
層

で
の
浸
透
・
貯
留
に
必
要
な
構
造
が

森
林
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
か
つ
維
持

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

す。
一
般
に
森
林
土
壌
は
、
落
葉
が
表

層
に
団
粒
構
造
を
発
達
さ
せ
て
い
る

こ
と
と
、
土
壌
の
根
系
の
発
達
と
腐

朽
に
よ
っ
て
、
高
い
浸
透
貯
水
機
能

を
も
っ
て
い
ま
す
。
特
に
ク
ヌ
ギ
な

ど
落
葉
の
分
解
の
速
い
樹
種
は
、
地

表
面
の
水
の
浸
み
込
み
度
合
い
が
高

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

森
林
は
雨
水
を
地
下
に
浸
透
さ
せ
る

働
き
が
ほ
か
よ
り
旺
盛
で
、
森
林
全

体
が
―
つ
の
水
が
め
と
な
っ
て
、
水

の
流
出
を
遅
延
さ
せ
て
い
る
わ
け
で

す。

柳
川

以
上
の
よ
う
に
森
林
の
水
源
か
ん

養
は
、
主
に
森
林
土
壌
層
の
は
た
ら

き
に
よ
る
も
の
で
、
蒸
発
散
作
用
に

よ
る
水
損
失
は
森
林
土
壊
を
維
持
す

る
た
め
の
必
要
経
費
と
考
え
ら
れ
ま

す。
長
期
的
に
み
た
場
合
良
質
な
森
林

土
壌
が
造
ら
れ
る
よ
う
な
森
林
施
業

を
行
う
こ
と
が
、
水
源
か
ん
養
の
向

上
に
と
っ
て
基
本
的
な
事
項
と
な
り

ま
す
。
し
か
し
短
期
的
に
見
る
と
葉

量
制
限
（
枝
打
ち
）
や
林
木
の
本
数
制

限
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
森
林
の

蒸
発
散
量
を
減
少
さ
せ
る

こ
と
が
重

要
に
な
り
ま
す
。
し
か
も
樹
冠
の
疎

開
に
よ
る
地
面
蒸
発
量
を
増
加
さ
せ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
重
要
に
な

り
ま
す
。

つ
ま
り
、
枝
打
ち
は
森
林
の
保
育

に
と
ど
ま
ら
ず
、
森
林
の
水
源
か
ん

養
の
上
か
ら
も
非
常
に
重
要
な
作
業

の

一っ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

林
業
改
良
指
導
員

二

水
源
か
ん
義
を
強
化

す
る
た
め
に
は

降水

u 
蒸発

t 

｀ 1散
し仰体内貯留 j

地表流

□三
↓透水

｀ 
―--中間流出

地下水流出



尻⑲。領） 匠泰⑬ 鰯瓢 (14)

,------------------------------~--------:_--·----~-----------, 

I巳三言□ エニ［f.I ！ 優良材生産は直材づくりから．I ！ 
！ 

椎茸生産はクヌギ林造成から．I j :. ------- : 
！ 
！ 県森連市況

平成7年 5月27日 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I ! 
！ 大洲木市より （単位m'当り：円） 市売日 平成 7年 5月16日 ！ 
! ． 市売数羹•1,575ケース 29,300kg t 

！ 長さ末口径
スギヒノキマッ 平均単価 4,020円 ！ 

！ 直曲がり直曲がり 直
その他 銘柄別単価 ！ 

! 7 cm下本 350本 210本 561本 170 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場 i
l I, 1.8 n cm上本 370本 300本 650本 556 こうこ 5,500 ~20,000 保特用大 3,000~ 3,800 弱 ！ 
, 14 mll3 cm上20,000 I -142, 000 I -ll8Clll上18,000i 18 CJD上18,000 -39,000 -24叫 25,000

大 厚 5,400~ 5,800 保特用中 3,000~ 5,000 保 t

! 
24 cm上18,500 -39 000 -30叫 40000 中 厚 4,000~ 6,000 保特用中小 2,500~ 4,800 保 ！ 
7 CJD下本 202本 125本 206本 125
8 CJD上本 270本 270本 240本 240

！ 中小厚 3,500~ 4,500 保特用小 2,400~ 3,200 保 ！ 

! 3 m ll CJD上14,000 25,000 
小 厚 3,000~ 3,600 保大パレ 1,800~ 2,500 翁 ‘

! 13 CJD上23,500 -39,500 -18叫 17,000 大ウス 4,200~6,000 弱中 パ レ 1,200~ 2,300 月号 ・

! 18 CJD上19,000 -37,200 -4Clll上20,000 中ウス 4,500 ~ 6,200 保中小バレ 1,200 ~ 1,800 弱 i 
24 CJD上17,ooo I -I I l30Clll上

! 7CJD下本 80本一本 80本一 バリ材 中小ウス 3,800~ 4,500 保小パレ 700 ~ 1,200 蒻 ！
! 12 ml_8_ cm上本 120本一本 120本ー （松・杉・桧 小ウス 2,500~3,500 弱変 形 1,500~ 2,400 保 ！ 
! IL, "'116 cm上10,ooo I -I 22, ooo I -113叫 末口 3~ 7 cm) 
! 30 CJD上 Clll上

長さ 2.om ジャミ 1,000 ~ 2,000 保色悪ウス 1,400 ~ 2,000 保 ！ 

t 16 m 
13 CJD上26,000 67,000 どんこ大 4,800 ~13,000 強色悪バレ 400 ~ 800 翁 ！ 

! 18 CJD上23600 60 000 どんこ中 4,000 ~ 5,000 強 4粒ドンコ ～ ！ 
！ 特選 233,000 どんこ小 3,300 ~ 4,200 強スライス 500 ~ 3,500 蒻 ！ 
！ 足 場 1m当たり 70円～160円 本 180円 概況 第37回愛媛県しいたけ共進会市売を開催。品評会出品物の平均単価 ！ 

梅雨期に向い製品の荷動きの悪さと、虫害の心配から当用買い中心で は5,014円となった。品質の良い物は買気が強いが、並品、バレ、変
， 

i 備考弱含みの状況。 ！ 
！ 桧、枝打ち良材は品薄で売行良好。松ハリ材手当買い有り。 形、色落、秋子は弱い。

！ 
! 

し
！ 

=-------------------------------------------------------------—’ 

の
あ
い
さ
つ

専

務

三

好

一

男

農
繁
期
を
迎
え
組
合
員
の
皆
て
こ
の
事
を
通
じ
地
域
農
業
の

様
に
は
益
々
御
清
栄
の
事
と
存
発
展
と
住
み
よ
い
地
域
社
会
を

じ
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
築
い
て
行
く
事
に
あ
り
ま
す
。

御
承
知
の
様
に

J
A
肱
川
の
し
か
し
な
が
ら

J

A
を
取
り
ま

第
四
十
七
回
通
常
総
会
が
開
催
く
環
境
は
か
っ
て
な
い
程
、
急

さ
れ
ま
し
た
が
今
年
は
役
員
の
速
に
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
が
か
つ
て
似
た
よ
う
な
農
家
の

行
わ
れ
新
し
く
理
事
十
四
名
監
集
合
だ
っ
た
地
域
社
会
は
混
住

事
四
名
の
選
任
が
決
定
さ
れ
ま
化
が
深
ま
る
一
方
組
合
員
の
営

し
た
。
五
月
十
日
理
事
会
が
招
農
も
多
様
化
し
そ
れ
と
共
に

J

集
さ
れ
三
期
九
年
間
の
長
き
に

A
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
多
様
化

渡
り
活
躍
頂
ぎ
ま
し
た
ベ
テ
ラ
し
て
来
て
い
ま
す
。
肱
川
町
の

ソ
専
務
堀
内
英
雄
氏
が
勇
退
を
様
な
山
間
地
は
効
率
化
に
一
定

さ
れ
た
の
を
受
け
て
後
任
専
務
の
限
界
が
あ
る
農
業
が
国
際
化

と
し
て
選
任
を
受
け
就
任
を
致
の
し
わ
寄
せ
を
大
き
く
受
け
て

し

ま

し

た

。

い

ま

す

。

「
専
務
の
役
割
は
組
合
長
を
経
済
が
国
際
化
す
る
な
か
で

補
佐
し
て
こ
の
組
合
の
業
務
を
農
産
物
の
市
場
開
放
が
進
み
多

処
理
す
る
」
と
あ
り
ま
す
が
私
く
の
部
門
で
経
営
が
苦
し
く
な

は
非
常
勤
の
経
験
は
長
い
の
で
る
一
方
、
農
業
の
担
い
手
は
高

す
が

J

A
経
営
の
実
務
は
全
く
齢
化
し
、
耕
地
の
荒
廃
も
目
立

の
素
人
で
ご
ざ
い
ま
し
て
不
安
ち
は
じ
め
て
来
ま
し
た
。

と
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
こ
の
様
な
状
況
の
中
で
組
織

致
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
を
整
備
し
農
業
を
守
る
と
言
う

す

。

立

場

で

広

域

の

合

併

の

問

題

が

し
か
し
な
が
ら
就
任
し
た
以
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

上
組
合
員
の
皆
様
方
の
御
協
力

J

A
の
為
の
合
併
で
な
く
て

を
受
け
役
職
員
の
手
助
け
を
得
組
合
員
の
為
に
な
る
様
な
合
併

な
が
ら
そ
の
責
任
を
果
た
し
た
の
あ
り
方
を
進
め
て
行
ぎ
た
い

い
と
存
じ
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

お

願

い

を

致

し

ま

す

。

組

合

員

の

皆

様

方

の

暖

か

い

J
A
の
活
動
目
的
は
組
合
員
御
協
力
と
御
支
援
御
鞭
撻
を
お

の
営
農
と
生
活
を
よ
り
充
実
さ
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の

せ
向
上
さ
せ
て
い
く
事
、
そ
し
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

7
月
14
日
（
金
）
岩
谷
・
小
藪
方
面

7
月
21
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

'
『
白
馴
闘
a

7
月
4
日
（
火
）
月
野
尾

・
小
藪
方
面

7
月
5
日
（
水
）
岩
谷
方
面

7
月
6
日
（
木
）
大
谷
方
面

7
月
11
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

7
月
12
日
（
水
）
中
津
方
面

7
月
13
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

7
月
18
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

7
月
19
日
（
水
）
岩
谷
方
面

7
月
20
日
（
木
）
大
谷
方
面

7
月
25
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

7
月
26
日
（
水
）
中
津
方
面

7
月
27
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

7
月
醤
油
配
達
予
定
表

L
P
G
配
達
予
定
表

7
月
3
日
（
月
）
大
屋
敷

・
大
平

7
月

5
日
（
水
）
上
石
丸
・
師
走
野
・

下
小
藪
・
中
野

7
月
7
日
（
金
）
藤
野
原
•
町

7
月
10
日
（
月
）
八
重
栗
・
上
森
山
・

大
成
・
正
山

7
月
12
日
（
水
）
久
保

7
月
14
日
（
金
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造

7
月
17
日
（
月
）
広
常
・
影
地

7
月
18
日
（
火
）
中
津

・
小
倉

7
月
20
日
（
木
）
森
・
肱
栄
・
硯
・

久
下
・
樋
野
ロ
・
汗
生

7
月
22
日
（
土
）
白
石
・
上
小
藪
．

中
小
藪

7
月
25
日
（
火
）
中
居
谷

・
嘉
城
・

共
栄
・
道
野
尾
・
赤
岩

7
月
27
日
（
木
）
大
駄
場
・
柳
・
郷
・

瓜
生
谷

7
月
29
日
（
土
）
全
敷
水
・
菟
野
尾
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野

菜

―

⑤

這

0
前
後
の
薬
剤
防
除
を
徹
底
す

夏

秋

き

ゅ

う

り

な

ど

が

あ

げ

ら

れ

ま

す

。

し
梅
雨
時
期
の
管
理

i

o

根
の
障
害

今
月
は
、
茎
葉
の
管
理
や
収
穫
が
根
が
傷
む
要
因
と
し
て
は
、
降
雨

主
な
作
業
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
後
の
湛
水
に
よ
り
土
壌
中
の
酸
素
が

ち
ょ
う
ど
梅
雨
時
期
に
あ
た
る
た
め
、
欠
乏
し
、
根
の
呼
吸
が
阻
害
さ
れ
る

人
間
に
も
嫌
な
季
節
で
す
が
、
き
ゅ
場
合
と
、
急
激
な
温
度
・
湿
度
の
変

う
り
栽
培
に
と
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
と
化
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

具
合
の
悪
い
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
特
に
き
ゅ
う
り
は
う
ね
の
表
面
近

0

気

象

条

件

く

に

根

が

分

布

し

て

い

る

た

め

、

土

気
象
台
の
三
ヶ
月
予
報
に
よ
る
と
、
壌
の
乾
湿
や
橿
度
差
に
は
敏
感
に
反

今
年
の
梅
雨
は
、
前
線
や
低
気
圧
の
応
し
ま
す
。

影
響
で
曇
り
や
雨
の
日
が
多
く
、
気
排
水
溝
を
設
置
し
、
雨
水
の
速
や

温
・
降
水
量
は
平
年
並
み
と
予
想
さ
か
な
排
水
に
努
め
る
と
と
も
に
、
梅

れ
て
い
ま
す
。
言
い
か
え
れ
ば
「
雨
雨
明
け
間
近
に
な
れ
ば
、
敷
き
ワ
ラ

が
し
と
し
と
降
り
続
い
て
日
照
不
足
に
よ
っ
て
土
壌
表
面
の
温
度
・
湿
度

に
な
り
や
す
い
」
天
候
の
よ
う
で
す
。

を
均

一
に
保
っ
て
下
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
環
境
条
件
が
長
く
続
ま
た
、
事
後
対
策
と
し
て
、

く
と
、
ぎ
ゅ
う
り
栽
培
に
も
次
の
ょ
①
不
良
果
の
摘
果
と
適
期
収
穫
を
行

う
に
い
ろ
い
ろ
な
生
育
障
害
が
現
れ
い
果
実
の
着
果
負
担
を
軽
く
す
る
。

て

き

ま

す

。

②

草

勢

回

復

の

た

め

の

追

肥

を

行

う

。

①

茎

葉

の

軟

弱

徒

長

③

液

肥

の

葉

面

散

布

を

行

い

葉

か

ら

②
根
い
た
み
に
よ
る
草
勢
の
衰
弱
水
分
と
養
分
を
補
給
す
る
。

③
褐
斑
病
等
の
病
気
の
多
発
等
で
草
勢
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

④
肥
料
の
溶
脱

0

そ
の
他

こ
れ
ら
の
障
害
を
予
測
し
、
事
前
こ
の
時
期
に
発
生
す
る
障
害
は
、

の
対
策
を
徹
底
し
て
、
こ
の
季
節
を
多
雨
に
よ
り
影
響
が
あ
る
と
は
限
ら

乗
り
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

ず
、
日
照
不
足
に
よ
っ
て
生
育
が
弱

0

病

害

虫

対

策

り

、

二

次

的

に

病

害

虫

の

被

害

を

著

こ
の
時
期
に
病
害
虫
が
多
発
し
や
し
く
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

す
い
要
因
と
し
て
は
、
①
風
雨
に
よ
地
上
部
か
ら
地
下
部
ま
で
の
総
合
的

る
茎
・
葉
の
傷
か
ら
の
病
原
菌
の
侵
な
対
策
を
講
じ
て
健
全
な
生
育
を
促

入
、
②
雨
水
の
は
ね
返
り
に
よ
る
伝
し
ま
し
ょ
う
。

染
、
③
茎
・
葉
の
多
湿
化
、
④
雑
草
ま
た
、
茎
葉
の
管
理
は
、
で
き
る

の
発
生
、
、⑤
害
虫
の
飛
来
な
ど
が
あ
だ
け
晴
天
の
日
を
選
び
、
降
雨
直
前
・

げ

ら

れ

ま

す

。

降

雨

中

の

作

業

は

避

け

て

下

さ

い

。

こ
れ
ら
の
対
策
と
し
て
は
、
大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

①

茎

葉

の

誘

引

を

し

っ

か

り

行

う

。

技

師

山

下

太

司

―

水

稲

＿

②
整
枝
・
摘
葉
を
行
っ
て
採
光
を
良

く
す
る
。

③
圃
場
周
辺
の
除
草
を
行
う
。

④
防
風
ネ
ッ

ト
の
設
置
を
す
る
。

早
期
栽
培
水
稲
の
管
理

＿
溝
切
り

中
干
し
前
に
、
ニ
メ
ー
ト
ル
間
隔

を
目
安
に
行
い
ま
す
。
中
干
し
や
間

断
灌
水
等
の
水
管
理
を
容
易
に
し
、

透
水
性
の
改
善
に
よ
り
根
の
活
力
を

高
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

二
中
干
し

茎
数
が
十
八
本
程
度
に
な
れ
ば
行

い
ま
す
。
土
の
表
面
が
乾
い
て
く
る

と
走
り
水
を
行
い
、
干
し
過
ぎ
に
注

意
し
ま
す
。
期
間
は
七
ー
十
日
程
度

と
し
ま
す
。
中
干
し
は
根
に
酸
素
を

供
給
し
根
の
健
全
化
を
図
る
と
同
時

に
、
過
剰
分
げ
つ
の
抑
制
、
偽
伏
軽

減
効
果
が
あ
り
ま
す
。

三
中
干
し
後
の
水
管
理

中
干
し
直
後
は
走
り
水
を
行
い
、

溜
め
っ
ば
な
し
に
な
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。
強
め
の
中
干
し
後
に
湛
水

状
態
を
続
け
る
と
根
腐
れ
の
原
因
と

な
る
の
で
、
間
断
灌
水
と
し
ま
す
。

四
中
期
除
草
剤
の
散
布

田
植
え
後
の
除
草
剤
の
効
果
が
劣
っ

た
と
こ
ろ
で
は

M
C
P
ソ
ー
ダ
塩
を

-
0
ア
ー
ル

当
た
り
二

0
0
g散
布

し
ま
す
。
散
布
は
水
を
落
と
し
た
状

態
で
行
い
ま
す
。

M
C
P
ソ
ー
ダ
塩

に
は
分
げ
つ
抑
制
効
果
も
あ
り
ま
す
。

時
期
は
六
月
二
十
五
日
ぐ
ら
い
ま
で

と
し
、
そ
れ
よ
り
遅
れ
る
と
穂
に
悪

影
響
が
あ
り
ま
す
。

五
病
害
虫
防
除

「コ

シ
ヒ
カ
リ
」
、
「
あ
き
た
こ
ま

ち
」
は
、
い
も
ち
病
に
弱
い
た
め
、

過
繁
茂
田
や
常
発
地
で
は
キ
タ
ジ
ソ

p
粒
剤
を
一
〇
ア
ー
ル
当
た
り
三
槌

散
布
し
ま
す
。
ま
た
、
天
候
不
順
が

続
く
場
合
に
も
同
様
に
予
防
散
布
を

行
い
ま
す
。

六

穂

肥

「コ

シ
ヒ
カ
リ
」
で
は
出
穂
十
八
日

ー
十
四
日
前
（
七
月
十
日
頃
）
に
ひ
め

有
機
ブ
レ
ソ
ド
穂
肥
を
一
〇
ア
ー
ル

当
た
り
二

0
柊
、
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」

で
は
出
穂
二
十
日
ー
十
八
日
前
（
七

月
一
日
頃
）
に
一
〇
ア
ー
ル
当
た
り

三
0
k
gを
日
安
に
散
布
し
ま
す
。
圃

場
条
件
や
生
育
に
応
じ
て
加
減
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
早
期
栽
培
は
天

候
に
よ
り
出
穂
期
が
変
動
し
ま
す
の

で
散
布
時
期
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

弓

達

隆

一
果

樹

の

管

理

一

く
り
園
の
管
理

一
夏
肥
の
施
用

今
年
の
場
合
、
昨
年
の
干
ば
つ
の

影
迦
自
で
、
花
は
多
い
と
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
着
花
の
多
い
樹
は
、
樹
体
の

消
耗
も
激
し
い
の
で
生
理
落
果
の
軽

減
と
果
実
初
期
肥
大
促
進
の
た
め
に

夏
肥
が
必
要
で
す
。
一
〇
ア
ー
ル
当

た
り
愛
媛
く
り
ブ
レ
ソ
ド
肥
料
を
三

o
k
g
を
施
用
し
て
下
さ
い
。

ニ
病
害
虫
防
除

0

実
た
ん
そ
、
黒
色
実
腐
れ
病

六
月
中
下
旬
と
七
月
上
旬
に
ベ
ソ

レ
ー
ト
（
水
）
二

0
0
0倍
を
散
布
し

ま
す
。
縮
間
伐
の
徹
底
や
樹
勢
強
化

な
ど
耕
種
的
防
除
が
必
要
で
す
。

0

ク
リ
イ
ガ
ア
プ
ラ
ム
シ

成
幼
虫
が
き
ゅ
う
果
の
ト
ゲ
基
部

に
寄
生
し
て
吸
汁
加
害
し
ま
す
。
六

月
中
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
か
け
て
、

ゴ
マ
ダ
ラ
メ
イ
ガ
、
ク
リ
タ
マ
バ
チ
、

ク
リ
タ
マ
ム
ン
の
防
除
も
併
せ
て
、

エ
ル
サ
ソ
（
乳
）
ー
パ
ー
マ
チ
オ
ソ

（
水
）
各
一

0
0
0倍
を
ニ
ー
三
回
散

布
し
ま
す
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

主

森

菊

池

明

＿
畜

産

―

夏
期
に
向
け
て
の
飼
養
管
理

四
国
地
方
三
カ
月
予
報
に
よ
る
と
、

六
l
八
月
の
平
均
気
温
は
平
年
並
み
、

降
水
量
は
平
年
よ
り
多
い
み
こ
み
で

あ
る
た
め
次
の
事
項
に
留
意
す
る
。

先
月
で
梅
雨
時
期
の
家
畜
の
飼
養

管
理
・
環
境
及
び
飼
料
作
の
対
策
に

つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
梅
雨
時
期
に

入
っ
て
い
ま
す
の
で
も
う
一
度
周
知

徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
今
後
夏
期
に
入
る
た
め
次
の

防
暑
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
飼
養
管

理
対
策
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
下
さ

、0し
①
飼
養
管
理

ア
給
水
器
、
給
餌
器
の
清
掃
に
努
め
、

新
鮮
な
水
と
飼
料
を
給
与
す
る
。

イ
畜
舎
内
の
糞
尿
を
こ
ま
め
な
搬
出

を
行
い
、
ア
ソ
モ
ニ
ア
ガ
ス
の
発

生
防
止
と
多
湿
防
止
に
努
め
る
。

ウ
ビ
タ
ミ
ソ

A
.
D
.
E
剤
を
適
切

に
投
与
し
健
康
を
保
持
す
る
。

工
家
畜
は
体
温
の
放
出
が
大
き
い
た

め
、
密
飼
い
を
避
け
る
。

②
畜
舎
の
環
境
（
温
度
等
）
管
理

ア
畜
舎
の
窓
口
開
放
や
大
型
換
気
扇

ま
た
は
ダ
ク
ト
送
風
に
よ
り
換
気

を
行
い
、
気
温
上
昇
の
防
止
に
努

め
る
。

イ
屋
根
へ
の
散
水
等
を
行
い
輻
射
熱

の
遮
断
に
努
め
る
。

ウ
寒
冷
紗
や
ヨ
シ
ズ
等
で
西
日
を
防

止
す
る
。

工
畜
舎
内
温
度
を
低
下
さ
せ
る
た
め
、

消
毒
は
細
噴
霧
霧
を
行
う
。

尚
、
畜
種
別
適
温
環
境
及
び
生
活

環
境
限
界
（
高
温
）
に
つ
い
て
は
表
1

の
と
お
り
で
す
。

）
 
℃
 

位
単（ 

境
環~温適の別畜家ー表大洲地域農業改良普及セソター技師高野政明

適温環境
生産環境

家畜別 限界（高温）

乳用牛 0~20 27 

肉用牛 10~15 30 

豚 5~20 25 

採卵鶏 13~28 30~32 

プロイラー 15~25 30 
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五
月

二
十
二
日
、
川

上
商
工
会
に
お
い
て
八

幡
浜
地
方
局
商
工
労
政

課
武
石
課
長
ら
多
数
の

来
賓
を
迎
え
、
第
三
十

三
回
川
上
商
工
会
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

総
会
は
、
金
元
事
務

局
長
が
開
会
を
宣
言
し

た
後
、
全
国
商
工
会
連

合
会
長
か
ら
表
彰
の
あ
っ

た
理
事
の
山
下
俊
勝
氏

と
川
上
商
工
会
青
年
部

に
対
し
、
表
彰
状
の
伝

達
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
久
保
田
会
長

が
挨
拶
に
た
ち
、
「
昨

年
の
日
本
経
済
は
、
緩

や
か
な
が
ら
景
気
回
復

に
向
か
っ
て
い
た
が
、

急
激
な
円
高
の
進
行
等

に
よ
り
中
小
企
業
の
景

気
回
復
に
は
依
然
厳
し

い
環
境
に
あ
る
。

そ
う
し
た
中
商
工
会

で
は
、
情
報
化
へ
の
対
応
と

し
て
情
報

化
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
、
ま
た
山
鳥
坂

ダ
ム
建
設
に
伴
う
商
店
街
活
性
化
委
員

会
を
開
催
し
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

今
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
、
地

域
中
小
企
業
の
活
性
化
を
図
る
と
共
に

組
織
強
化
で
地
域
経
済
の
振
興
に
努
め

た
い
。
」
と
述

べ
た
。

会
長
の
挨
拶
の
後
、

来
賓
の
方
か
ら
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
そ
の
あ
と

浜
田
洋
一
氏
を
議
長
に

選
出
し
、
平
成
六
年
度

事
業
報
告
並
び
に
収
支

決
算
承
認
の
件
、
平
成

七
年
度
事
業
計
画
（
案
）

並
び
に
収
支
予
算
（
案
）

決
定
の
件
等
を
審
議
し
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り

承
認
、
決
定
し
盛
会
の

う
ち
に
総
会
を
終
え
た
。

平
成
七
年
度
の
主
な

事
業
は
次
の
と
お
り
。

。

組織強化で地域振興を••と述べる久保田会長

経
営
基
盤
の
強
化
で

環
境
の
変
化
に
対
応

三•一・

--

三虐iエ ー一＝．←-一ェ— -

かC;-" 
--. ~ — ...._ 

一
、
商
工
業
に
関
す
る
相
談
・
指
導
の

強
化

二
、
商
工
業
者
、
地
域
社
会
の
要
望
に

即
応
し
た
講
習
会
等
の
開
催
及
び
相

談
窓
口
の
設
置

三
、
経
営
及
び
技
術
に
関
す
る
情
報
、

資
料
の
収
集
並
び
に
提
供

四
、
商
工
業
に
関
す
る
調
査
研
究
の
実

施
五
、
展
示
会
、
共
進
会
等
の
開
催
及
び

開
催
の
斡
旋

六
、
商
工
会
関
係
法
令
及
び
各
種
制
度

の
紹
介
並
び
に
普
及

七
、
青
年
部
、
婦
人
部
に
関
す
る
指
導

育
成

八
、
商
業
部
、
工
業
部
、
建
設
部
、
サ
ー

ビ
ス
部
等
の
部
会
及
び
関
係
団
体
に

関
す
る
指
導
育
成

九
、
商
工
業
者
及
び
従
業
員
の
福
利
厚

生
に
資
す
る
た
め
の
事
業

+
、
記
帳
機
械
化
の
推
進

十
一
、
小
規
模
企
業
共
済
、
倒
産
防
止

共
済
、
商
工
貯
蓄
共
済
制
度
の
普
及

推
進

・

十
二、

小
規
模
事
業
者
の
新
た
な
事
業

機
会
を
創
出
す
る
た
め
の
特
産
開
発
、

観
光
開
発
及
び
販
路
開
拓
事
業

十
三
、
県
、
町
村
、
県
連
と
の
連
携
強

ヒィ
十
四
、
地
域
内
に
お
け
る
商
工
業
の
振

興
を
図
り
、
商
工
業
者
の
事
業
活
動

を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

法
人
会
の
組
織
強
化
と

改
善
発
達
で
活
動
を
強
化

‘,ノ社
大
洲
喜
多
法
人
会
|
|
|＇-

~
川
上
支
部
通
常
総
会

社
団
法
人
大
洲
喜
多
法
人
会
川
上
支

部
で
は
、
五
月
九
日
に
小
藪
温
泉
で
第

十
三
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
は
、
大
洲
税
務
署
中
村
署
長
、

大
洲
喜
多
法
人
会
乎
田
会
長
他
多
数
の

来
賓
を
迎
え
、
山
内
支
部
長
の
挨
拶
の

の
ち
平
成
六
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決

算
の
承
認
、
平
成
七
年
度
事
業
計
画
案
・

収
支
予
算
案
の
決
定
に
つ
い
て
審
議
し
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
承
認
、
決
定

し
た
。平
成
七
年
度
の
主
な
事
業
計
画
は
、

加
入
率
一

0
0％
を
目
標
に
会
員
の
増

強
と
組
織
強
化
に
努
め
る
。
ま
た
、
税

務
行
政
に
お
い
て
は
税
制
改
正
等
の
要

望
を
上
部
団
体
を
通
じ
て
政
府
機
関
に

行
う
と
共
に
会
員
の
実
態
を
把
握
し
、

ご害じですか？
最資本壺剃襄

平成8年3月31日までに株式
会社と有限会社は、次の最低資

本金を満たす必要があります。

株式会社 1,000万円以上
有限会社 300万円以上

理

事三
瀬
冨
永
上
岡
中
野
山
口
和
気

監

事谷
本

幸
治

三
瀬
建
設
（
株
）

冨
永
建
設
（
有
）

ダ
イ
ド

ー
化
成
（
有
）

三
嶋
建
設
（
有
）

鹿
野
川
被
服
（
有
）

（
有
）
ニ
ュ
ー
わ
こ
う

（
有
）
谷
本
石
油
店

俊吉 建
子浩守茂夫正

（
有
）
鹿
野
川
主
婦
の

店 養
老
酒
造
（
株
）

改
善
に
努
め
る
。

講
習
会
、
研
修
会
の
開
催
、
ま
た
、

情
報
の
収
集
及
び
伝
達
を
目
的
と
し
た

税
務
会
報
の
配
付
、
会
員
の
福
利
を
増

進
す
る
事
業
等
活
動
の
強
化
を
図
っ
て

い
く
こ
と
を
決
定
し
た
。

同
時
に
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の

改
選
を
行
い
、
理
事
八
名
、
監
事
一
名

が
選
任
さ
れ
、
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た

理
事
会
に
お
い
て
次
の
と
お
り
役
員
が

決
定
し
た
。

支
部
長
山

内

壮

亮

副
支
部
長

二
宮
真
太
郎
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就
任
の
ご
挨
拶

川
上
商
工
会
事
務
局
長

金

元

哲

夫

"
 

酔
っ
て
る
方
に
は
売
ら
な
い
こ
と
も

沖

永

頂

信

さ

ん

「
照
れ
く
さ
い
ね
ェ
。

P

R
す
る
事

は
何
も
な
い
ん
じ
ゃ
が
：
．」

電
話
で
取
材
を
お
願
い
し
た
時
は
こ

う
言
っ
て
お
ら
れ
た
け
れ
ど
、
う
か
が

う
と
ニ
コ
ニ
コ
と
穏
や
か
な
表
情
で
応

じ
て
下
さ
っ
た
。

お
店
は
国
道
一
九
六
号
の
小
藪
温
泉

上
り
口
。
お
酒
類
を
中
心
に
い
ろ
ん
な

こ
の
た
び
、
松
田
前
局
長
さ
ん
の
後

任
と
し
て
、
平
成
七
年
四
月
一
日
付
を

も
っ
て
、
川
上
商
工
会
事
務
局
長
に
就

任
致
し
ま
し
た
。

も
と
よ
り
、
商
工
会
組
織
、
事
業
等

（
今
岡
商
店
）

日
用
品
を
扱
う
。

「
酒
を
飲
む
と
も
ち
ろ
ん
酔
う
の
だ

け
れ
ど
、
酔
う
事
で
人
に
災
い
を
も
た

ら
す
事
が
大
い
に
あ
る
。
」
と
、
少
し

淋
し
そ
う
に
話
す
。
「
酔
っ
て
お
濫
を

買
い
に
こ
ら
れ
る
方
に
は
、
売
る
の
を

お
断
り
す
る
こ
と
も
多
々
あ
る
ん
で
す

よ。」必
ず
し
も

「
儲
け
る
こ
と
」
だ
け
で

は
な
く
、
自
分
の
売
る
商
品
に
責
任
を

持
つ
と
い
う
の
は
、
商
売
人
に
と
っ
て

当
然
の
事
で
は
あ
り
な
が
ら
、
と
も
す

れ
ば
忘
れ
が
ち
で
、
今
回
改
め
て
教
わ
っ

た
気
が
し
た
。
し
か
し
お
酒
は
、
楽
し

み
、
心
の
ゆ
と
り
に
一
役
か
い
、
社
会

に
つ
い
て
何
―
つ
知
識
を
持
っ
て
お
り

ま
せ
ん
し
、
不
才
不
敏
な
私
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
お
引
受
け
を
躊
躇
致
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
熟
慮
の
末
お
引
受
け
を

し
た
今
、
そ
の
重
責
を
痛
感
致
し
て
お

り
ま
す
。
商
工
会
の
使
命
達
成
の
為
専

心
努
力
を
致
し
て
ま
い
り
た
く
思
い
ま

す
の
で
、
な
に
と
ぞ
ご
指
導
、
ご
教
示

賜
わ
り
ま
す
様
ひ
た
す
ら
お
願
い
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
地
の
勤
務
は
初
め
て
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
両
町
村

の
皆
様
、
両
町
村
の
実
情
を
早
く
熟
知

し
仕
事
の
出
来
る
条
件
を
整
え
て
ま
い

り
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
山
鳥
坂
ダ

貢
献
度
も
高
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

最
近
で
は
大
型
店
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン

ト
店
の
増
加
で
、
以
前
と
比
べ
て
商
売

は
や
り
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、

営
業
時
間
外
の
配
達
等
、
機
動
力
と
小

回
り
の
ぎ
く
サ
ー
ビ
ス
で
対
抗
さ
れ
て

い
る
。息
子
さ
ん
が
帰
っ
て
き
て
十
余
年
、

も
う
店
を
ま
か
し
て
も
い
い
と
の
こ
と

だ
が
、
大
洲
喜
多
郡
の
酒
販
組
合
の
理

事
長
も
務
め
ら
れ
、
週
二
回
練
習
の
あ

る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
将
棋
、
と
趣
味
に

も
熱
心
。
活
動
的
な
毎
日
を
過
ご
し
て

お
ら
れ
ま
す
。

「
性
格
上
、
横
着
と
い
わ
れ
、
商
売

に
ひ
び
く
事
も
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
を

嫁
や
息
子
ら
が
カ
バ
ー
し
て
く
れ
と
る

ん
よ
。
」

好
き
な
言
葉
は
相
互
扶
助
。
現
在
、

奥
さ
ん
、
息
子
夫
婦
、
孫
三
人
の
七
人

家
族
。
六
十
七
歳
。

ム
建
設
に
伴
う
課
題
―
つ
に
お
き
ま
し

て
も
、
環
境
条
件
の
変
化
を
最
大
限
に

活
用
す
べ
く
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
英

知
と
努
力
を
結
集
し
、
地
域
振
興
が
進

め
ら
れ
様
と
し
て
お
る
よ
う
で
ご
ざ
い

ま
す
。
地
域
に
根
ざ
す
地
域
商
工
業
が

よ
り
発
展
を
し
、
地
域
住
民
の
生
活
向

上
に
商
工
会
も
行
政
は
も
と
よ
り
、
各

種
団
体
等
と
連
携
を
密
に
し
さ
ら
に
努

力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
大
事
な
時
期
と

思
う
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て

る
様
努
力
を
致
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
宜
し
く
ご
支
援
賜
わ
り
ま
す
様
、

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
制
度
に
加
入
で
き
る
方

製
造
業
、
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
、
エ

事
・
作
業
の
請
負

◎
保
険
金
を
支
払
う
場
合

製
造
ま
た
は
販
売
し
た
製
品
や
、
行
っ

た
仕
事
の
結
果
が
原
因
に
よ
る
人
身
事

故
や
他
人
の
物
を
壊
し
た
り
す
る
よ
う

な
物
損
事
故
が
発
生
し
、
加
入
期
問
中

に
損
害
賠
償
請
求
が
提
起
さ
れ
、
法
律

上
の
損
害
賠
償
金
や
争
訟
費
用
等
の
損

中
小
企
拳
p
し
茄

七
月
＜
日
よ
り
施
行
！

害
を
被
っ
た
場
合
。

支
払
い
出
来
な
い
場
合

・
故
意
に

よ
っ
て
生
じ
た
事
故

・
地
震
・
洪
水
等
の
天
災
事
故

•

重
大
な
過
失
に
よ
る
法
令
違
反

•
製
品
の
リ
コ
ー
ル
費
用

◎
加
入
タ
イ
プ

支
払
限
度
額
は
一
億
円
、
ー
ニ
億
円
、

三
億
円
の
三
タ
イ
プ
で
、
自
己
負
担
額

は
一
請
求
あ
た
り
そ
れ
ぞ
れ
五
万
円
。

◎
加
入
期
間

保
険
料
支
払
日
の
翌
々
月
の
初
日
午

後
四
時
か
ら
平
成
八
年
七
月
一
日
午
後

四
時
ま
で

` --冒口1昴＿亙虻”
スローガン

過去に感謝・現在に活カ・未来に希望
川上商工会青年部は、本年度部創立30周年を迎えます。
そこで、記念事業としてイベント事業とPR事業を計
画しています。

ふれあいイベント事業一感謝祭

8月下旬に野外でピヤガーデンを企画
地域の皆さんに、感謝の意味を込めて実施します。

PR事業ー記念式典、広報紙発行

平成8年 1月に実施
過去、現在、未来をテーマに企画いたします

詳細につきましては、そのつどご案内いたし
ますので、よろしくお願いいたします。
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会員ニュース I 今
年
三
月
四
日
開
店
し
た
「
ふ
か
せ
」

を
紹
介
し
ま
す
。

国
道
を
鳥
首
か
ら
上
り
深
瀬
に
日
本

風
の
建
物
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
が
ふ
か

せ
で
す
。
自
然
の
中
に
う
ま
く
調
和
の

と
れ
た
建
物
と
肱
川
の
流
れ
が
眼
下
に

望
め
ま
す
。

て
お
り
特
に
地
ど
り
の
料
理
を
メ
イ
ソ

に
、
粟
め
し
、
だ
ん
ご
汁
な
ど
忘
れ
ら

れ
て
い
る
食
べ
物
と
、
こ
だ
わ
り
で
町

内
外
か
ら
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

こ
だ
わ
り
を

一
部
紹
介
し
ま
す
。
地
ど

り
は
、
自
分
の
家
で
育
て
、
焼
く
ス
ミ

は
、
二
種
類
を
組
み
合
わ
せ
火
力
の
調

節
を
し
て
い
ま
す
。
ス
ミ
の
材
質
は
教

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
な
ど
工
夫
さ
れ
、

有
限
会
社

圃
シ
ィ
ビ
ィ
シ
ィ
予
子
林

（
代
表
取
締
役
清
水
公
健
）

で
は
、
昨
年

12
月
1
日
か
ら
、
水
耕
栽

培
に
よ
る
ト
マ
ト
生
産
・
販
売
業
務
を

開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

ト
マ
ト
栽
培
の
方
法
は
、
土
を
使
わ

ず
、
つ
る
の
下
部
に
あ
る
ポ
ッ
ト
に
養

液
を
流
し
込
む
オ
ラ
ソ
ダ
式
ロ
ッ
ク
ー

ル
栽
培
で
、

1
年
の
内
9
ヶ
月
間
ト
マ

ト
の
収
穫
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

現
在
は
従
業
員
約

20
名
が
交
替
で
作

業
に
当
た
ら
れ
、
一
日
平
均

2
ト
ソ
の

ト
マ
ト
を
大
阪
、
松
山
方
面
の
市
場
に

出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
日
の
作
業
は
、

ト
マ
ト
の
収
穫
、
選
別
、
箱
詰
と

3
時

30

分
の
配
送
に
間
に
合
わ
す
た
め
、
み
な

『
ふ
か
せ
』

C

B

C

予

子

林

さ
ん
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
お
ら
れ
ま

す。
湿
室
内
部
は
、
養
液
の
投
与
、
温
度
、

湿
度
、
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
ま
で
コ
ソ

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
調
節
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
や
は
り
作
物
な
の
で
日
照
時
間

の
問
題
、
ト
マ
ト
の
つ
る
（
湿
室
内
に

約
二
万
三
千
本
）
一
本
一
本
の
管
理
を

徹
底
し
な
け
れ
ば
良
質
の
ト
マ
ト
が
出

来
な
い
の
で
、
初
年
度
は
そ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
身
に
付
け
る
こ
と
と
、
従
業
員
の

確
保
が
課
題
だ
そ
う
で
す
。

農
業
と
い
う
よ
り
、
製
造
業
の
よ
う

な
惑
じ
が
す
る
こ
の
ト
マ
ト
栽
培
は
、

新
し
い
農
業
形
態
と
し
て
、
ま
た
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
大
陽
熱
等
）
利
用
、
雇
用

お
い
し
い
桃
太
郎
を
食
卓
ヘ

の
創
出
と
い
っ
た
、
町
内
外
か
ら
今
ま

さ
に
注
目
を
集
め
て
い
る
企
業
で
す
。

社
名
の
意
味
を
お
聞
き
す
る
と
、
シ
ィ

C
は
ク
リ
ー
ソ
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ビ
ィ

B

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
シ
ィ

C
カ
ソ

パ
ニ
ー
と
の
こ
と
で
し
た
。
今
後
の
ご

発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

初
夏
の
花
と
い
え
ば
ッ

ッ
ジ
。
町
内
の
花
好
き
の

人
に
案
内
さ
れ
、
ワ
ゴ
ソ

車
一
台
の
人
数
で
、
美
川

村
の
ミ
ツ
バ
ッ
ッ
ジ
の
群

落
を
見
に
行
っ
た
。
五
月

二
十
五
日
の
こ
と
だ
。

そ
こ
は
国
道
三
十
三
号

線
の
軍
艦
岩
で
有
名
な
御
三
戸
か
ら
、

美
川
ス
キ

ー
場
に
向
か
い
、
リ
フ
ト
の

脇
を
さ
ら
に
急
な
坂
を
上
っ
て
頂
上
を

目
指
す
。
標
高
千
五
百
メ
ー
ト
ル
の
稜

線
は
な
だ
ら
か
で
大
川
嶺
、
笠
取
山
へ

と
連
な
っ
て
い
る
。
美
川
村
と
柳
谷
村

の
境
界
で
も
あ
る
。

一
体
は
放
牧
さ
れ
た
牛
が
の
ん
び
り

横
た
わ
っ
て
い
て
、
車
が
や
っ
と
通
る

細
い
路
か
ら
ッ
ツ
ジ
の
群
落
は
見
え
た
。

「
ワ
ァ
ー
え
え
ナ
ー
」
思
わ
ず
大
発
見

を
し
た
よ
う
な
歓
声
が
上
が
る
。
今
年

は
ま
だ
少
し
早
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
緑

冬ヤふ亙一春

ふ
か
せ
は
ヒ
ョ
ー
ド
ウ
食

品
の
兵
頭
さ
ん
が
経
営
さ
れ

地
ど
り
を
メ
イ
ン
に

食
に
こ
だ
わ
る
店

安
全
で
安
心
で
き
る
食
材
作
り
を
目
指

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
特
に
、
自

然
の
食
べ
物
を
中
心
と
し
た
物
に
力
を

入
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

店
の
中
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
気
持
ち

に
な
り
、
い
ろ
り
が
数
多
く
あ
り
そ
れ

を
囲
み
、
お
客
様
が
自
由
に
食
事
が
で

き
ま
す
。
兵
頭
さ
ん
は
、
農
業
に
従
事

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
日
何
を
し
て
も

良
く
な
い
の
で
、
そ
こ
で
農
業
の
延
長

と
し
て
数
年
間
考
え
計
画
さ
れ
実
現
さ

れ
ま
し
た
。

心
の
む
ら
お
こ
し
の
見
本
と
な
る
ふ

か
せ
の
益
々
の
発
展
を
祈
り
ま
す
。

の
山
の
斜
面
を
背
景
に
紫
が
か
っ
た
赤

い
花
が
、
あ
ち
こ
ち
に
群
れ
を
な
し
て

開
き
始
め
て
い
た
。

樹
齢
は
百
年
を
超
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
っ
か
り
と
根
を
張
っ
て
吹
き
上
げ
て

来
る
風
に
枝
を
震
わ
せ
な
が
ら
も
、
安

定
し
た
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

満
開
の
時
期
で
な
く
、
平
日
の
た
め

か
あ
ま
り
人
は
い
な
い
。
五
、
六
人
の

グ
ル
ー
プ
が
ズ
ー
ム
レ
ソ
ズ
付
き
の
カ

メ
ラ
を
構
え
て
盛
ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
て
い
た
。

は
る
か
遠
く
の
山
に
何
か
屋
根
ら
し

い
も
の
が
光
っ
て
見
え
る
。
カ
ル
ス
ト

高
原
柳
谷
村
の
姫
鶴
乎
の
ロ
ッ
ジ
だ
っ

た
。
そ
の
ず
っ
と
右
の
方
に
は
野
村
町

源
氏
ヶ
駄
場
が
大
き
く
盛
り
上
が
っ
て

伸
び
て
い
る
。
雄
大
な
眺
め
だ
。

握
り
飯
の
弁
当
を
頬
張
っ
た
後
、
柳

谷
村
を
横
断
、
今
度
は
逆
に
姫
鶴
平
か

ら
大
川
嶺
を
眺
め
、
大
野
ヶ
原
経
由
、

惣
川
か
ら
は
峰
峠
、
岳
山
を
通
っ
て
大

駄
場
へ
帰
っ
て
来
た
。
新
緑
の
山
を
縫

ぅ
＜
ね
く
ね
路
だ
っ
た
が
、
肺
の
中
が

洗
い
清
め
ら
れ
る
よ
う
だ
っ
た
。

肱
川
町
の
群
落
と
い
え
ば
丸
山
公
園

の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
有
名
で
、
多
く
の
観

光
客
で
賑
わ
う
。
長
年
培
わ
れ
た
名
園

を
成
し
て
い
る
。

肱
川
は
も
と
も
と
ッ
ッ
ジ
の
町
。
山

鳥
坂
ダ
ム
の
両
岸
に
出
来
る
で
あ
ろ
う

道
路
沿
い
に
ツ
ッ
ジ
を
中
心
に
し
た
花

木
を
植
え
て
、
周
回
で
き
る
花
の
ロ
ー

ド
が
出
来
な
い
も
の
か
。

山
と
花
は
い
つ
ま
で
も
人
を
引
き
付

け
る
。
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私
が
子
供
の
頃
の
鹿
野
川
牛
市
は

（
毎
月
八
日
）
盛
ん
で
あ
っ
た
。
約
五
、

六
十
頭
前
後
の
牛
が
中
河
原
に
並
び
河

原
に
飲
食
店
も
出
て
終
日
賑
わ
っ
た
。

中
で
も
十
月
八
日
の
年
に
一
度
の
大

市
は
盛
大
で
あ
っ
た
。

父
が
『
牛
が
何
ん
ぼ

出
と
る
か
数
え
て
こ

い

』

と

菓

子

を

造

り

回

5
 

な

が

ら

言

い

、

数

え

，

に

行

き

百

二

十

頭

と

第

言
う
と
喜
ん
で
い
た
。

い
く
ら
沢
山
ま
ん
じ
ゅ

〗
〗□十[
C

の
二
日
間
は
近
隣
町

村
の
青
年
相
撲
大
会

が
催
さ
れ
た
。
大
牛
市
に
続
き
こ
の
相

撲
大
会
も
大
変
な
賑
わ
い
で
あ
っ
た
。

地
元
の
青
年
は
元
よ
り
、
野
村
・
遊

子
川
・
大
川
・
平
野
・
菅
田
・
新
谷
・

五
十
崎
方
面
か
ら
青
年
が
集
ま
り
力
と

技
を
競
い
合
っ
た
。

鹿
野
川
の
町
は
物
売
り
が
、
ぎ
っ
し

り
並
ん
だ
。
衣
料
品
、
金
物
類
、
せ
と

も
の
、
オ
モ
チ
ャ
屋
、
レ
コ
ー
ド
屋
も

出
た
。
当
時
は
大
橋
が
無
く
て
自
動
車

が
入
っ
て
来
な
か
っ
た
の
で
町
な
か
の

肱
川
町
鹿
野
川

．l-t古
て

℃,~tL 

古

田

田

ネ

な
っ
か
し
き
か
な

鹿
野
川
牛
市
の
こ
ろ

保

(68
歳）

道
路
は
そ
れ
ら
の
物
売
り
の
、
テ
ソ
ト

や
小
屋
掛
け
の
店
で
埋
ま
っ
た
。

子
供
ら
は
オ
モ
チ
ャ
屋
の
前
に
立
ち
、

あ
ま
り
の
品
の
多
さ
に
困
り
泣
き
出
す

者
も
居
た
。
持
っ
て
い
る
小
使
い
銭
は

限
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

こ
の
大
市
―――日
間

は
夜
は
夜
で
芝
居
と

映
画
が
か
か
り
、
そ

の
宣
伝
に
楽
隊
が
昼

間
か
ら
町
を
ね
り
歩

、こ。

し

t芝
居
も
観
た
い
が

映
画
も
観
た
い
、
当

時
は
映
画
の
こ
と
を

活
動
写
真
と
い
っ
て

い
た
。
ど
ち
ら
も
観

た
い
と
迷
っ
た
も
の

で
あ
る
。

鹿
野
川
に
は
神
社
が
な
く
、
い
わ
ゆ

る
お
祭
り
と
い
う
も
の
は
無
か
っ
た
。

こ
の
秋
の
大
市
と
そ
れ
に
続
く
相
撲
大

会
連
続
三
日
問
の
イ
ベ
ン
ト
が
年
間
最

大
の
賑
わ
い
で
あ
っ
た
。
地
元
商
店
も

こ
の
三
日
間
の
た
め
に
早
く
か
ら
仕
入

れ
を
し
、
原
料
を
確
保
し
て
準
備
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
十

四
、
五
年
頃
に
な

る
と
支
那
事
変
が
深
刻
な
状
態
と
な
り
、

商
売
物
の
物
資
も
不
足
が
ち
と
な
り
始

め
た
。
元
気
な
若
者
も
兵
隊
に
と
ら
れ

て
、
秋
の
大
市
も
相
撲
大
会
も
次
第
に

す
た
れ
て
い
っ
た
。

終
戦
後
牛
市
も
復
活
し
、
復
員
し
た

青
年
ら
を
集
め
て
相
撲
大
会
も
行
わ
れ
、

戦
時
中
の
窮
屈
な
暗
い
生
活
か
ら
抜
け

出
た
解
放
感
、
自
由
な
空
気
が
満
喫
出

来
る
明
る
さ
が
町
一
杯
に
あ
ふ
れ
て
、

昔
の
よ
う
に
秋
の
大
市
は
息
を
吹
き
返

し
た
か
の
よ
う
に
思
え
た
。

で
も
、
物
売
り
の
店
は
古
着
を
売
る

店
が
中
心
で
あ
り
、
何
さ
ま
物
資
不
足

と
イ
ン
フ
レ
の
最
中
な
の
で
以
前
ほ
ど

の
活
気
は
な
か
っ
た
。

そ
の
後
農
業
の
あ
り
方
が
次
第
に
変

わ
り
、
昔
の
よ
う
に
牛
を
使
わ
な
く
な
っ

た
た
め
、
牛
市
は
少
し
づ
つ
衰
退
し
、

そ
し
て
無
く
な
っ
た
。

こ
の
文
を
書
い
て
い
て
我
な
が
ら
子

供
の
頃
が
懐
か
し
く
な
っ
た
。

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
と
い
う
も
の
が

現
れ
た
の
も
こ
の
頃
で
、
珍
し
く
て
、

牛
市
で
も
よ
く
売
れ
て
い
た
。

小
生
十
三
オ
の
時
、
亡
く
な
っ
た
母

が
元
気
な
頃
、
物
を
買
っ
て
く
れ
と
ね

だ
っ
た
ら
、
口
ぐ
せ
に
言
っ
て
い
た
の

は
『
ハ
イ
ハ
イ
買
う
て
や
る
ョ
牛
市
に

の
う
』
と
年
中
言
っ
て
い
た
。

地
元
民
に
と
っ
て
、
こ
の
秋
の
大
市

は
一
番
の
か
き
入
れ
時
で
あ
り
、
一
番

の
楽
し
み
で
も
あ
っ
た
。

六
年
程
前
ま
で
僕
に

と
っ
て
肱
川
町
は
、
年

に
数
回
、
丸
山
公
園
に

花
を
観
に
来
る
か
、
気

晴
ら
し
の
ド
ラ
イ
プ
コ
ー

ス
で
通
り
抜
け
る
町
で

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
、

大
洲
の
職
場
で
嫁
さ
ん
と
知
り
合
い
、

結
婚
で
養
子
に
な
り
こ
の
町
に
住
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
住
む
と
言
っ

て
も
そ
の
頃
は
、
た
だ
、
寝
に
帰
る

だ
け
の
生
活
の
様
で
し
た
が
：
・
…
O

そ
れ
が
、
三
年
前
、
友
達
か
ら
、

肱
川
町
で
焼
肉
屋
を
手
伝
っ
て
く
れ

る
人
を
探
し
て
い
る
話
が
あ
る
け
ど
、

や
っ
て
み
な
い
か
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
迷
い
ま
し
た
。
今
ま
で
和
食
専

門
で
十
何
年
間
板
前
修
業
し
て
ぎ
た

事
が
無
駄
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

僕
の
性
分
で
は
、
裏
の
仕
事
の
方
が

合
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
で
も
、

肱
川
町
に
働
く
場
所
が
あ
る
の
な
ら
、

今
か
ら
落
ち
着
く
の
も
い
い
の
で
は

な
い
か
。
い
ろ
い
ろ
と
悩
ん
だ
結
果
、

自
分
が
出
来
る
範
囲
で
出
来
る
だ
け

こ
の
町
で
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
決
意

し
ま
し
た
。

で
、
い
ざ
開
店
し
て
み
ま
す
と
、

分
か
っ
て
は
い
た
も
の
の
、
産
ま
れ

育
っ
た
町
と
は
違
い
、
知
ら
な
い
人

膏 年部雄感

ば
っ
か
り
で
、
も
と
も
と
、
人
づ
き

あ
い
の
苦
手
な
僕
に
は
大
変
な
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
月
日
が

た
つ
に
つ
れ
て
少
し
づ
つ
、
少
し
づ

つ
で
す
が
、
お
客
さ
ん
と
も
顔
見
知

り
と
な
り
、
声
を
か
け
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
僕
に
と
っ
て
、

こ
れ
以
上
嬉
し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん。
そ
ん
な
こ
ん
な
の
中
で
、
町
内
で

慟
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
て
惑
じ
た
事

は
、
町
民
の
皆
が
、
い
ろ
ん
な
行
事

や
催
し
物
に
は
参
加
し
、
一
生
懸
命

頑
張
り
、
盛
り
上
げ
よ
う
と
さ
れ
て

い
る
の
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
そ

の
中
に
、
僕
も

一
員
と
な
っ
て
や
ら

せ
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
先
、
い
ろ
ん
な
事
が
待
ち

受
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
っ

―
つ
解
決
し
て
い
き
、
努
力
し
て
い

き
ま
す
。
店
共
ど
も
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

園

南

寺

ひ

ろ

し

僕
と
肱
川
町
と
焼
肉
屋
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小
学
生
を
対
象
と
し
て
、
毎
年
実
施

し
て
い
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
も
、
岩

谷
小
学
校
の
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
参

加
で
き
な

く
な
り
、
公
民
館

の
事
業
と

し
て
継
続
す
る
の
に
疑
問
の
声
も
で
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
年
は
一
人
で
も

参
加
で
き
る
、
シ
ャ
フ
ル
ボ

ー
ド
を
取

り
入
れ
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
同

時
に
開
催
す
る
こ
と
で
全
員
を
対
象
と

し
た
大
会
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
、
残
念
な
の
は
雨
の
影
響
で
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
リ
ー
グ
戦
か
ら

ト
ー
ナ

メ
ソ

ト
に
な
り
、
一
試
合

で
終

わ
っ
た
チ
ー
ム
も
あ
り
ま
し
た
。 ゜編集 • 発行

肱川町公民館
B (0893) 34-2307 

＊
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル

（
参
加
八
チ
ー
ム
）

中
野
小

B
チ
ー
ム

正
山
小

B
チ
ー
ム

予
子
林
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

正
山
小

A
チ
ー
ム

II 

三 準優
優
位勝勝

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
し
て
実
施

し
た
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
で
は
、
五
十
名

の
参
加
が
あ
り
、
最
初
と
ま
ど
っ
て
い

た
子
供
達
も
、
す
ぐ
に
上
達
し
て
得
点

を
上
げ
る
た
び
に
歓
声
が
お
き
て
い
ま

し
た
。
来
年
は
、
見
て
い
た

「
大
人
も

入
っ
て
は
。
」
と
の
声
も
出
る
ほ
ど
で

し
た
。

疇

大

会

結

果

鬱

何
の
変
轍
も
な
い
不
動
産
広
告
で

す
。
ち
ょ
っ
と
見
で
は
、
ど
こ
が
差

別
広
告
な
の
か
見
抜
け
ま
せ
ん
ね
。

平
成
五
年
七
月
二
十
三
日
付
け
の
高

知
新
聞
に
載
っ
た
も
の
で
す
。

不
動
産
広
告
は
、
最
寄
駅
、
バ
ス

停
、
商
店
街
か
ら
歩
い
て
何
分
な
ど

す
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、
問
題
の

広
告
は
い
ず
れ
も
、
小
学
校
か
ら
六

分
と
し
た
上
、
こ
と
さ
ら
小
学
校
区

の
部
分
を
黒
線
で
囲
ん
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
広
告
に
あ
る
小
学
校
区
は
、

被
差
別
部
落
を
含
む
小
学
校
区
と
隣

接
し
て
い
ま
す
。
黒
枠
組
は
、
こ
の

小
学
校
区
が
被
差
別
部
落
を
含
ま
な

い
校
区
で
あ
る
こ
と
を
強
く
印
象
づ

け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

周
辺
の
住
民
や
学
校
の
位
置
関
係

を
知
っ
て
い
る
人
が
、
こ
の
広
告
を

見
れ
ば
、
一
目
瞭
然
、
す
ぐ
に
納
得

が
い
く
よ
う
に
し
て
あ
る
の
で
す
。

企
業
連
合
会
会
員
の
宅
建
業
者
の

横浜；らこ南

1 土地196m2(59坪）
CB6・4・5藝⑲亜
R6 ・4.5・ 6•炊

南向、間口広い

横浜新町小校区

令，．
I

(

』

9
人

翌〉

話
に
よ
る
と
、
来
客
か
ら
、

「
こ
の
物
件
は
ど
こ
の
小
学
校
区
か
、
．

中
学
校
区
は
ど
こ
か
」

な
ど
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
そ
う

で
、
差
別
を
露
骨
に
示
し
て
い
る
も

の
と
言
え
ま
す
。

一
見
、
見
落
と
し
そ
う
な
こ
と
の

中
に
、
巧
み
に
隠
さ
れ
た
根
強
い
差

別
体
質
を
、
見
ぬ
く
こ
と
が
で
き
る

鋭
い
人
権
惑
覚
を
身
に
つ
け
た
い
も

の
で
す
。

横浜新町小歩6分

巧
妙
な
部
落
差
別

一
み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ
て
〔
四
十
八
回
〕
一
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岩谷小学校新入隊者へ

中岩

野谷

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

緑
の
少
年
隊
総
会
を
開
催

△
―
岩
谷
緑
の
少
年
隊
△
＿

乎
成
七
年
五
月
三
十

一
日
に
岩
谷
緑

の
少
年
隊
の
総
会
を
岩
谷
小
学
校
で
開

催
し
ま
し
た
。
和
気
充
裕
隊
長
以
下
七

人
の
隊
員
た
ち
が
「
自
然
と
親
し
み
、

自
然
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
奉
仕

や
緑
の
愛
護
・
育
成
の
実
践
活
動
を
通

し
て
、
緑
豊
か
な
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と

づ
く
り
を
め
ざ
す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ソ
に

次
の
よ
う
な

一
年
問
の
計
画
を
た
て
ま

し
た
。

●
実
習
園
で
の
農
作
物
の
栽
培

●
、
ソ
イ
タ
ケ
の
栽
培
実
習

●
学
習
会
・
交
流
会
の
実
施

●
花
壇
で
の
花
づ
く
り
運
動

総
会
の
後
は
、
学
習
会
と
し
て
河
野

美
治
森
林
組
合
長
さ
ん
の
講
話
と
イ
ソ
ッ

プ
童
話
の
映
画
を
し
ま
し
た
。
講
話
で

は
、
組
合
長
さ
ん
が
プ
ラ
ジ
ル
で
体
験

し
た
こ
と
を
基
に
自
然
の
偉
大
さ
を
教

え
ら
れ
ま
し
た
。

△
―
中
野
緑
の
少
年
隊
△
―

六
月
二
日
に
は
、

中
野
小
緑
の
少
年

隊
総
会
が
中
野
小

学
校
で
開
催
し
ま

し
た
。
川
上
栄
作

隊
長
を
は
じ
め
九

十
三
名
が
参
加
を

し
ま
し
た
。
中
野

小
緑
の
少
年
隊
で

は
、
全
体
を
十
五

の
班
に
わ
け
て
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、

奉
仕
活
動
。
タ
マ

ネ
ギ
、
じ
ゃ
が
い

第
24
回
鹿
野
川
川
柳
大
会
特
集

も
の
収
穫
。
さ
つ
ま
い
も

の
つ
る
植
え
。
赤
い
羽
根

共
同
募
金
な
ど
、
も
り
だ

く
さ
ん
の
活
動
で
す
。

総
会
の
後
は
、
岩
谷
緑

の
少
年
隊
と
同
じ
く
学
習

会
を
し
ま
し
た
。

岩
谷
・
中
野
小
緑
の
少

年
隊
の
皆
さ
ん
。

一
年
間

ケ
ガ
の
な
い
よ
う
に
、
そ

し
て
肱
川
町
が
緑
い
っ
ば

い
の
住
み
よ
い
町
に
な
る

よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

4
月
29
巳
（
日
）
．．． 
肱
川
町
公
民
館

残
念
な
が
ら
小
雨
の
降
る

一
日
で

し
た
が
、
遠
く
は
高
知
県
宿
毛
市
を

始
め
、
県
内
各
地
の
市
町
村
か
ら
百

人
近
く
の
川
柳
愛
好
者
の
参
加
を
得

て
、
盛
大
に
鹿
野
川
川
柳
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
で
二
十
四
回
を
数
え
る
こ
の

大
会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、

つ
り
は
し
川
柳
会
の
会
員
の
方
の
、

日
頃
の
研
鑽
が
結
集
し
実
を
結
ん
だ

も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
伝

統
を
い
つ
ま
で
も
続
け
て
い
た
だ
き
、

益
々
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
大
会
を
記
念
し
て

入
賞
者
の
成
績
と
句
を
掲
載
致
し
ま

す。
な
お
、
詳
し
い
内
容
は
、
公
民
館

五
位
対
岸
の
火
事
だ
と
タ
バ
コ
吹
か
し
て

る

鬼

道

四
位
気
ま
ぐ
れ
を
見
抜
く
女
の
瞳
が
笑
い

妙

子

入
り
口
通
路
に
、
川
柳
つ
り
は
し
第

二
七
七
号
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
入
会
等
の
問
い
合
わ
せ
は

肱
川
町
公
民
館
又
は
谷
本
一
敏
氏
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＿
位
我
流
で
は
雪
に
な
ら
な
い
津
軽
三
味

亮

太

二
位
さ
み
し
く
て
愛
想
笑
い
を
真
に
受
け

る

千

鳥

三
位
歩
は
一
途
よ
そ
見
も
回
れ
右
も
せ
ぬ

南

奉

中野小緑の少年隊長の力強いあいさつ

▲
あ
れ
か
ら
半
世
紀
が
過
ぎ

た
。
固
い
校
庭
の
一
部
を
耕

し
て
イ
モ
を
植
え
付
け
、
上

空
に
は

B
2
9
が
飛
来
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
終
戦
直
前

の
堀
校
。
こ
こ
に
今
な
ら
即

刻
馘
首
に
な
っ
て
も
足
り
な

い
く
ら
い
厳
し
い
若
い
教
頭

先
生
が
い
た
。
生
徒
は
、
イ

モ
畑
に
飛
ぴ
込
ん
だ
と
い
っ

て
ビ
ン
タ
を
と
ら
れ
、
下
級
生
を
い
じ

め
た
と
い
っ
て
ビ
ン
タ
を
と
ら
れ
た
。

▲
い
ま
学
校
は
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
、

又
週
五
日
制
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
戦

後
五
十
年
の
教
育
は
、
そ
れ
な
り
の
効

果
を
あ
げ
た
が
、
し
か
し
子
ど
も
た
ち

は
「
自
分
で
考
え
、
判
断
し
、
様
々
な

体
験
を
し
て
自
分
で
物
を
作
り
出
せ
る

人
間
に
育
っ
て
い
る
の
か
、
退
し
く
育
っ

て
い
る
か
、
人
間
形
成
は
」
と
考
え
る

．．
 

と
疑
問
で
あ
る
。
そ
の
危
機
を
新
し
い

方
向
へ
転
換
し
よ
う
と
す
る
の
が
今
回

の
ね
ら
い
で
あ
る
。
こ
の
目
的
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
家
庭
と
地
域
の
し
つ

か
り
し
た
協
調
が
大
切
で
あ
る
。
▲
戦

後
、
教
師
が
体
罰
を
加
え
る
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
い
る
が
「
親
父
に
は
少
し
叩

か
れ
た
方
が
よ
い
」
と
い
う
意
見
も
あ

る
。
確
か
に
親
や
教
師
が
子
ど
も
と
限

り
な
く
友
だ
ち
同
志
で
あ
る
の
は
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。
▲
例
の
厳
し
い
先
生
の

こ
と
を
当
時
の
生
徒
た
ち
は
恨
ん
で
い

た
の
か
。
い
や
「
敵
が
攻
め
て
き
た
と

き
、
僕
ら
の
命
を
守
っ
て
く
れ
る
の
は
、

こ
の
先
生
し
か
な
い
」
と
信
じ
て
こ
そ

い
た
の
で
あ
る
。

［ファインダー履釧
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分館長あいさつでいよいよプレー

役
員
の
交
替
で
大
変
な
中
、
積
極
的

な
分
館
運
営
に
当
た
ら
れ
て
い
る
山
下

分
館
長
さ
ん
を
始
め
と
し
て
、
熱
心
な

役
員
の
皆
さ
ん
の
行
動
力
に
よ
り
、
早

く
も
分
館
単
独
行
事
を
二
つ
消
化
さ
れ

ま
し
た
。
―
つ
は
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
で
、
も

ぅ

―つ

は
分
館
役
員
の
一
日
研
修
で
す
。

今
回
は
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
を
紹
介
し

ま
す
。五
月
二
十
七
日
土
曜
日
予
子
林
小
学

校
グ
ラ
ソ
ド
で
実
施
し
た
大
会
に
は
た

く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
日
頃
鍛
え
て

役員や小学生もいっしょに

い
る
皆
さ
ん
の
腕
前
に
は
公
民
館
の
役

員
も
た
じ
た
じ
で
し
た
。

町
内
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
で
の
活
躍
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
高
齢
化
し
て
い

く
町
の
将
来
の
見
本
と
な
る
よ
う
な
分

館
活
動
を
見
た
思
い
で
す
。

技ありの一打

·•··•··•··•· 

0私の運命

購入図書案内

上 ・下

0クロイツェル・ソナタ

0まだかな

0君を送る

〇妊婦だって働くよ

Oちびっこ吸血鬼と
おんぽろ屋敷のなぞ

0教祖誕生

まだかな

第一部

0お吉の荼碗

0読めそうで

読めない漢字2000

0月が言い訳をしている

0子どもが消える日

0やさしい野菜のつくり方

0島にくらしをきずく

0おごるな上司！

0新選組 上 ・下

0料理の鉄人

．．．．．．．．．．．． 

（著）大石

（著）夏桐静子

（著）原

静

京子

（著）赤川次郎

（著）佐々木かをり

（著）東野圭吾

（著）ピートたけし

（著）平岩弓枝

（著）加納喜光

（著）CHAGE

（著）保坂展人

（著）相原次郎

（著）金澤

（著）堀田

彰

力

（著）森村誠一

完全レシピ集
（編）料理の鉄人制作チーム

※ぜひ読んでください。

また、希望の図書があれば肱川町公民館へ…。

ド
ラ
マ
を
通
し
て
英
語

す

を
学
ぶ
…
と
は
、
他
の
学

でクツ
習

方

法

に

比
べ
い
く
つ
か

ト

の

特

別
な
利
点
が
あ
り
ま

ン

す

。
r
 

／

ま

ず

第

一

に
、
ド
ラ
マ

で
英
語
で
話
す
時
は
、
単

一
ー
タ
0
ス
に
声
を
出
す
の

で
は
な
く
、

ハ

ミ

体

を

使

っ

て
話
し
ま
す
。

手
で
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
し
た
り
、
目

で
感
情
を
表
現
し
ま
す
。
そ
う
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
机
に
座
っ
て
本
か
ら

学
ぶ
の
に

比
べ
、
そ
の
言
葉
の
意
味

を
よ
り
強
＜
実
感
で
き
ま
す
。
話
し

な
が
ら
体
で
も
表
現
す
る
の
で
、
抑

揚
の
つ
け
方
、
強
調
す
る
と
こ
ろ
、

惑
情
な
ど
を
よ
り
正
し
く
理
解
で
ぎ

ま
す
。第
二
に
、
ド
ラ
マ
は
公
衆
の
前
で
演

じ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
こ
と
は
、
目
標
が
明
確
で
、
特
定
の

日
迄
に
英
語
を
完
ぺ
き
に
話
せ
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
テ

キ
ス
ト
に
添
っ
て
続
々
と
学
習
し
て
い

．
く
や
り
方
で
は
、
到
達
す
べ
き
ゴ
ー
ル

が
こ
れ
程
は
っ
き
り
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

第
三
に
、
ド
ラ
マ
を
演
じ
る
為
に
は
、

何
行
も
の
セ
リ
フ
を
暗
記
し
、
そ
れ
を

正
し
く
発
音
し
、
か
つ
大
き
く
明
瞭
に

話
す
こ
と
を
学
ば
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
方
法
で
英
語
を
暗
記
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
役
に
立
つ
単
語
や
い
い
方
を

沢
山
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤ 

ド
ラ
マ
を
通
し
て
英
語
を
学
ぶ

第
四
に
、
公
演
が
終
わ
る
と
、

「
や
っ
た
！
」
と
い
う
達
成
感
を
得

ら
れ
ま
す
。
他
人
の
前
で
実
際
に
英

語
を
話
し
た
の
だ
と
実
感
し
、
恥
ず

か
し
さ
を
の
り
こ
え
て
新
し
い
自
信

が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

肱
川
町
英
語
教
室
で
は
、
短
い
四

話
か
ら
な
る
ド
ラ
マ
に
と
り
く
ん
で

い
ま
す
。
最
初
の
―
―
―
話
は
、
日
本
の

神
話
「
古
事
記
」
に
題
材
を
と
り
第

四
話
は
肱
川
の
伝
説
に
も
と
づ
い
て

い
ま
す
。
総
合
タ
イ
ト
ル
は
、
「
天

国
か
ら
肱
川
へ
」
と
な
っ
て
い
て
公

演
は
今
年
の
十
一
月
二
十
六
日
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

現
在
メ
ソ
バ
ー
は
二
十
名
で
す
が

新
し
い
方
を
受
け
入
れ
る
用
意
が
あ

り
ま
す
。
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
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忘冒:E互豆ミ

゜
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ー，，◎ /一郎＜レーボール碑……7月9目信l)
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曼郡ソフトボール・バドミントン大会

……1周瓢回（同）

青年団です。 また
2 

が行われます。

みなさんの御協力をおねがいします。

二：疇し
--

鳴大会＼こi了し
う＼

2 
ど一ぞ 参加してね。

総

青年団だより

)1)9)l'19n田9畑 9))J)JJ）

み
な
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
。
今
年

か
ら
、
地
元
は
こ
の
肱
川
町
で
社
会
人

ア
ン
ド
（
い
つ
の
間
に
か
）
青
年
団
の
一

貴
と
し
て
、
ま
た
新
た
に
お
世
話
に
な

る
こ
と
な
り
ま
し
た
、
大
野
陽
子
で
す
。

何
せ
、
ま
だ
社
会
人
一
年
生
の
末
熟
者

で
す
。
働
き
始
め
た
頃
は
、
毎
日
が
ド

キ
ド
キ
、
ハ
ラ
ハ
ラ
の
連
続
で
し
た
が
、

令
は
だ
ん
だ
ん
仕
事
に
も
慣
れ
、
お
ち

つ
い
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

^
a
c
e
 

ル
の「
、（

大野 陽子

●●●役員のひとこと (part2)•••

臼
何も知らずに副団

長になってしまった

宮尾です。青年団活

動もまだ2年目で、

何も知らない弱輩者

ですがご指導のほど

よろしくお願いしま

す。団長！ついてい

くぜ！？

•` 
副団長

宮尾充志

う
に
な
り
、
週
に
一
度
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
バ
レ
ー
ポ
ー

ル
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
学
生
時
代
か
ら
み
る
と
運
動
す
る

機
会
な
ん
て
な
い
に
等
し
い
の
で
、
唯

一
こ
の
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
が
私
の
運
動
不

足
ア
ン
ド
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
て
く
れ

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
若
い
だ
け
あ
っ
て
世
間
知
ら

ず
の
私
で
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
に
、

い
ろ
い
ろ
と
御
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と

思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
見
か
け
た
時
な
ど
、
気
軽

に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
く
思

い
ま
す
。

0

0

0

0

 

0
 

綾
長

ヽ

ァ
ノ

次

．
 

B. 

。

。̂＂
”[[

。

心

！

新

ぎ

る

。

ま

．
の
に
な
ね
り

ュシ
ヽて

ッ

匁

こ

、

に

う

張

っ
レ
な
も
で
年
よ
頑

°

切

フ

か

団

一

ー

し

く

。

も

5
る

年

バ

な

で

か

髪

本

て

青

ン

か

と

に

。

ぃ

封

し

メ

や

こ

と

す

0

0

0

|

|

o

o

」
□督
)

|

0

0
 

0
 

0
 

子笑
長

。

6

ノ

゜

0
[
[
”
言

。

長

た

睾

な

よ

た

員

協

て

。

部
つ
。
は
い
い
部
く
つ
。
ね

報
ま
す
に
な
て
]
民
な
す
＿

広
し
で
の
ら
っ

｛
仲
ら
ま
ろ

。
か
て
子
も
な
思
が
と
た
い
ば
。

ぜ
つ
笑
く
く
と
す
な
き
て
ん

一
な
な
葉
付
べ
に
で
ん
で
つ
が

臼
—
0
9る
。
う
の
み

O
E
B
心
゜

0

0

0

 

0
 

0
 

。

^

[

＂

[
[
°

。
や
つ
め
力
係
な
て
と
し
。
。

を
な
始
分
が
れ
つ
い
ろ
す

円`
江
0

ロ

゜
苫
嘉
温
霜
E

犀゚

一

令

卸

な

な

人

よ

い

い

お

り
1
0たて―
0

の
い

[
9。

令年、広報委員

となりました山本

です。去年は、青

年団活動にあまり

参加できなかった？

ので令年は、役員

でもありますし頑

張つてみようかと

思ってます。 一広報部員
山本晃

臼

さ
ぁ
、
あ
な
た
は
？

毎
晩
暑
い
日
が
続
い
て
さ
ぞ
寝
苦
し

い
事
と
思
い
ま
す
が
、
ま
ぁ
頑
張
っ
て

乗
り
越
え
て
下
さ
い
。

令
月
は
町
内
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
大
会
が

あ
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
思
う
ぞ
ん
ぶ

ん
力
を
発
揮
で
き
た
で
し
ょ
う
か
？
・
日

頃
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
な
い
方
に
は
、
ち
ょ
っ

と
こ
た
え
た

．
．
．
．
 
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
年
齢
チ
ェ
ッ
ク
ー
・

い
い
汗
か
い
た
ぁ

S
は
10
代
、
足
が
筋

肉
痛

20
代
、
も
う
ダ
メ

5
が
年
齢
不
明

゜
食
）
編
集
あ
と
ば
な
し

8

ト
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7
 
月

怠し⑮営

の行事予定
1 肱川町防災の日 15~16 第50回国体愛媛県予選（成年）

4 ~ 5 町内幼稚園お泊り保育（望湖荘） 16 消防団幹部及び新入団員夏季訓練

5 行政相談 ” 紙飛行機大会（風の博物館）
5 • 20 心配ごと相談 19 定例部落長会

6 グラウソドゴルフ大会（町民運動場） 22~23 第50回国体四国予選

8 ~ 9 四国大学総体ボート競技 23 参議院議員選挙

11 同和教育学校訪問（中野幼） 25 川上区水泳大会

” へき地教育学校訪問（大谷小） 28 税金等出張受入れ

” ＇転作現地確認（町内） 30 ひじかわ筏流し大会

7 /21,....__., 8 /31 幼 ・小 ・中 夏季休業

7月の日曜 ・祝日当直医

日 当 匝 医 電 話

2 日 宝 来 医 院 44- 2248 
（内 子 町）

（日） 安 （大達洲市中医町）
院 24- 2535 

9 日 小 J 11 医 院 44- 2815 
（内 子 町）

（日） 城戸眼科沙I"医院 24- 1010 
（ 東 大 ） 

16日 古 J 11 医 院 44- 2407 
（内 子 町） 一→

（日） 藤本外科医院 24-231 サっ媛県諷鱈（大洲市中町）

23日 堀 J 11 医 院 43-055 
57,6,2f （内 子 町）

（日） 村上内科医院 23- 3500 
字

（大洲市北只）
9 / 1 

30日 成 田 医 院 47- 006tl 二肱
（内 子 町）

頃年青 '町公"時4 I （日） 大野内科医院 24- 6800 
（大洲市片原町）

久
保
徳
山

※変更になる場合がありますので、前もって

連絡してからお出かけください。

東城
戸

救 急 病 院

曜日 病 院 名 電 話

月 ・火 市立大、洲病院 24-2151 

水 加戸病院 24-5101 

木～金 大洲I中央病院 24-4551 

▽

時

間

午

後

1
時
30
分
30
分
民
館
室

◎
心
配
ご
と
相
談

二
女

藤

野

．原

石

田

保
幸
さ
ん

る

な

留
奈
ち
ゃ
ん

長
男

上
鹿
野
川
上
野

英
喜
さ
ん

叫
ち
ゃ
ん

大
平

二
女

嘉
城

上
鹿
野
川

二
瀬

良
治
さ
ん

み

さ

き

美
咲
ち

ゃ
ん

汗
生

二
女

森

上
鹿
野
川

＿一好

一
弥
さ
ん

＊

こ
麻
湖
ち
ゃ
ん

ぉ
す
こ
や
か
に

ぎ・
・`

．．．．
． 
――
―
―――――-..... ―-
9●●
←•
"
・・・
・
・
―
―

.,

．．
 

-t
 
..... 

―-.....
 
―r 

．．
 ↑・・一―
..... w
 .... ――
 
..... -―
 
..... -―
 
....
.
 -＇ ．．．．
 
-

お
し
お
わ
せ
に

畑
国
:
国
稟
国

二
宮
ヒ
サ
ヲ
さ
ん

(86
歳）

尾
下
ト
ク
ヲ
さ
ん

(94
歳）

蔵
田
マ
サ
子
さ
ん

(73
歳）

山
中
、
ソ
マ
ヨ
さ
ん

(87
歳）

共
栄

長
田

.

.
 ,9
 

•. 
＇ 

や

す

ら

愈

に

・Lヽ
．．．．
 

♦

・
る
~♦

令

♦

9

、
'
.
,

·
,
．

,
9

.
會

岩
子
さ
ん

(77
歳）

7
月
5
日
（
水
）

午
後
1
時
3
0
分

ー

4
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
三
四
ー

ニ
五

0
八

▽
場

▽
日

所 時

◎行政相談

7 7 
相月 月

20 5 奇畝火
日 日
,--、 / -、

木 水 日

椿玉 後福 担
本井 藤田 当

相

号---'- 奇詠k 

子清 忠保 員

▽

場

所

▽

日

時

7
月
1
1
日
（
火
）

午
前

9
時
ま
で
に

保
健
セ
ソ
タ
ー

◎
不
用
犬
の
引
取
り

,

'

9

9

9

ヽ
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

4

一
今
月
号
は
保
健

・
衛
生
等
の
行
i

ー
事
を
紙
面
の
都
合
で

10
ペ
ー
ジ
一

9

9

9

9

9

9

9

9

9
,
L
-

r
 ◎

7
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

7
月
15
日
（
土
）

（
出
す
の
は

7
月
1
4
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

小
畑
井

・
萩
野
尾
・
汗
生
・
小
藪

・

大
和

・
肱
栄

・
中
野
（
篠
谷
を
除
く
）

．

大
谷
・
鹿
野
川

に掲載しています。

7 7 7 7 
日月月 月月

21 7 20 5 
日日 日日

金金 木水 程

内 大

子 沙I{ 場

町
商

商
工
会

工 議 所
会 所

◎
社
会
保
険
出
張
相
談
所
日
程
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